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 平成 28 年 4 月　

平成 28年度大阪大学澪電会総会・講演会・懇親会ご案内

 澪電会会長　谷口　研二

拝啓　陽春の候　会員の皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
さて、平成 28年度澪電会総会ならびに懇親会を下記の通り開催いたします。昨年は約 130 名の卒業生や先生
方が出席され、大盛況でした。母校の先生方を交えて、先輩、後輩、同期生の方々が一堂に会して旧交を温めつつ、
情報交換を行う絶好の機会でございます。また、総会・懇親会にあわせて日頃ご無沙汰の同期会を企画される
のもよろしいかと存じます。
昨年同様、本年も講演会を企画いたしました。最新の話題についてご講演いただく予定ですので、皆様お誘
いあわせの上、多数ご参加下さりますようご案内申し上げます。
 敬　具

記

日　時： 平成 28 年 6 月 3 日（金） 17：30 ～ 21：00

会　場： 新阪急ホテル（〒 530-8310　大阪府大阪市北区芝田 1－1－35、TEL：06－6372－5101）
 講演会・総会「花の間」、懇親会「紫の間」

次　第：  1 ．講演会 17：30 ～ 18：15
 　　「レーザープラズマ脚下照顧」
 大阪大学大学院工学研究科電気電子情報工学専攻　教授　　田中　和夫　先生
  2 ．総　会 18：15 ～ 19：00
  3 ．懇親会 19：00 ～ 21：00

会　費： 学部卒業平成 19 年度（H. 20. 3 卒業）以降の方　　　　 7,000 円
 学部卒業平成 18 年度（H. 19. 3 卒業）以前の方　　　　10,000 円
会費は当日申し受けます。懇親会のみのご参加も歓迎いたします。

準備の都合上、出欠のご返事を　1）同封のはがき、もしくは　2）下記の要領で澪電会メールアドレス宛に、
5月 20 日（金）までにお知らせください。

2）メールの場合： (1) 講演会・総会へのご出欠 （出席 または 欠席 とご記載下さい）
 (2) 懇親会へのご出欠 （出席 または 欠席 とご記載下さい）
 (3) ご芳名・卒業年・学科／コース
 (4) 自宅・もしくは勤務先のご住所 （郵便番号もご記載下さい）

上記項目を明記の上、メール件名を「H28 澪電会総会の出欠」として、澪電会メールアドレス
reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp　宛にメールをお送りください。
 以上

表紙について

　表紙の“澪電”は、熊谷信昭大阪大学元総長（通信・昭和28年旧制）の揮毫によるものです。
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会長ごあいさつ

澪電会会長　谷口　研二
（子・昭46）

澪電会の活動について

昨年、西尾章治郎教授が第 18 代阪大総長に就任さ
れました。澪電会のメンバーとしては第 12 代熊谷信
昭総長、第 15 代宮原秀夫総長に続いて三人目の総長
です。澪電会会員一同、心よりお慶び申し上げます。

一昨年 6月の総会での会長就任以来、ほぼ 1年半が
経過しました。残任期間の間、前任の諸先輩のご尽力
とご貢献を引き継ぎ、さらなる工夫を重ねて魅力ある
同窓会にすべく努力してまいります。ご協力のほど、
よろしくお願いします。
澪電会の活動は現教員と企業代表者から構成され
る役員会の下で議論され、承認された後、実施に移さ
れます。本年度は若手教員中心の改革ワーキンググ
ループを立ち上げ、澪電会の活動に在学生を含める検
討をしてまいりました。その結果、①新入生への”澪
電会”の周知活動、②学生対象の講演会、③「先輩と
語る会」など、在校生を対象にした新しい企画を実施
することになりました。これまで、澪電会の存在が
在校生に余り知られておらず、卒業直前になって会報
「澪電」と会員名簿を渡され、会費納入を要請されて
戸惑う学生の多かったように思います。これからは澪
電会への帰属意識を高めるべく、新入生を含む在学生
に手厚いサービスが必要と考えた次第です。
テレビで高校ラグビーや箱根駅伝などを観ている
と、”One for all, all for one”の精神で所属チームの
ために全力を尽くして戦っている選手の姿に感動し
ます。そして試合が終われば、勝っても負けても一緒
に苦労をした仲間が駆け寄って疲労困憊した選手を
讃えています。この感動的な光景は一つの目標に向け
て苦労した仲間との強い絆が生み出しています。振り
返ってみると私たちも、学生時代、知り合った友達と
夜を徹して語り合ったり、研究室で同じ志を持つ仲間

と切磋琢磨しながら懸命に学んだことが人生の糧と
なっています。このような昔の仲間との絆や学び取っ
た専門的な知識は何事にも替え難い青春時代の宝物
です。共通のルーツ（阪大電気系）を持つ同窓生が結
束して在校生や会員の活躍を応援する組織が澪電会
です。これからも、この同窓の意識を共有して阪大電
気系発展のためにご協力いただければ幸いです。
澪電会では、組織の結束を目的に 3年毎に名簿を発
行していますが、最近、個人情報保護法の関係もあっ
て、情報の収集に苦慮しています。昔は、卒業年度別
のクラス委員や企業の人事部から会員異動の情報を
入手して名簿をアップデートしていましたが、今はほ
とんどの企業の人事部からは拒否されます。このため
会員名簿の完成度にはクラス委員の努力が大きく関
わってきます。海外に移住した人や苗字が変わった人
もいて、情報収集に苦労するとの声もあります。クラ
ス委員の苦労をご理解いただき、異動の際にはぜひク
ラス委員まで情報をご提供ください。
昨年の 12 月末、澪電会事務局の安井様が退任され
ました。電気系図書室に勤められていた頃に学生の顔
と名前をしっかり記憶されていて、卒業後 20 年、30
年経っても「あっ、…. さん」と名前付きで会員に呼
びかけられていたのを思い出します。もちろん本部の
役員や支部長、支部役員も安井さんに名前で呼ばれて
いました。気さくに声をかけられると澪電会事務局
に協力しなくては…と思ってしまう不思議な魅力を
持った方でした。同窓会会員を束ねる要はこの記憶力
抜群の安井様だったと改めて感じています。
澪電会に多大な貢献をされた安井様、長い間のお務
めご苦労様でした。澪電会会員一同、心からお礼を申
し上げます。
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講演会からの話題

私は 1969 年に電子工学科に入学し、小山次郎先生、
西原浩先生のご指導のもとで卒業研究・修士研究をさ
せて頂きました。当時は半導体レーザや光ファイバで
実用化の期待が高まっており、米国では光集積回路の
概念が提案され、私も興味を持ちました。博士研究と
して、ホログラフィと光集積回路を融合した集積化メ
モリ実現を思いつき、「導波路ホログラム」を提案し
実証しました。液晶光スイッチ等を集積したメモリ装
置構成も考案・実証しましたが、メモリ研究は下火と
なり私も同目的の研究から転向しました。
私は光記録材料のカルコゲナイド薄膜に電子ビー
ムを照射すると大きな屈折率変化が生じることを発見
し、光素子をEB直接書込で実現する研究を始めまし
た。自作制御回路の簡易型描画装置を構成し、後に本
格的装置を企業と共同開発して活用し、素子研究から
将来の多重光通信用集積デバイスに発展させました。
イオン交換導波路とEB描画格子を組合せた波長分波
器は最初の国際共同研究成果です。米国では代表的光
集積回路としてRFスペクトル分析器が活発に研究さ
れていました。それは機械加工レンズ利用でしたが、
私はEB描画レンズを使った小型化構成を発案、実証
し、電極もEB描画形成してトップデータ 1 GHz 帯域
を達成しました。派生デバイスとしてフーリエ演算器、
レーザプリンタヘッドなどを実現しました。84年には
光集積ディスクピックアップを考案し実証しました。
当時普及が進んだCDのヘッド機能を、小型軽量化・
生産性向上のため複合機能導波路グレーティングで実
現して集積化する研究です。理論解析で超分解特性を
有することも示しました。民生機器分野の挑戦的デバ
イス新研究として注目され、多くのグループで試作さ
れ実働性能が達成されましたが、商業化には至りませ
んでした。関連デバイスとして光集積変位センサや、
光集積走査型顕微鏡ヘッドなどを考案、実証しました。
このように周期構造光集積回路研究で成果を得まし
たが、私は光電子工学分野の最も重要なデバイスであ
る半導体レーザをぜひとも範囲に加え集積化と応用の

集積光電子デバイス研究40年 研究したいと考えていました。86 年にグラスゴー大
学に客員研究員として招聘された期間に基礎勉強した
後、受動素子から研究を開始しました。最初に実現し
た半導体光集積回路は干渉計型変位センサです。企業
と共同で分担作製し、私達が動作実証しました。これ
は半導体レーザ光源から波面制御素子と光検出器まで
ワンチップ集積した最初のセンサデバイスとして注目
されました。増幅器集積高出力DFBレーザ、高出力
可変波長レーザ、量子井戸無秩序化によるDBRレー
ザ特性改善、スクイズド光発生用レーザなどの成果も
得ました。センサ応用出力結合器集積レーザ、ナノイ
ンプリント作製、THz波発生用 2波長集積レーザなど
各種集積半導体レーザを実現し、研究を続けています。
私は 90 年頃に非線形光学デバイスの研究を始めま
した。結晶中に導波路と位相整合QPM用周期構造を
形成した構造で、多くの機能を実現できます。基本は
第 2高調波発生デバイスで、理論解析法確立の研究か
ら始めました。強誘電体結晶の自発分極周期的反転で
QPM構造が得られますが、当初の未熟な技術で作製
したデバイスは実験室を暗くしないと出力光が見え
ませんでした。電子ビーム走査照射、自動制御パルス
電圧印加など改善を続け、前世紀末までに数桁の効率
改善により実用的性能が達成できました。応用のひと
つは多重光通信用波長変換で、最高規格化効率達成な
どの成果を得ました。また光サンプリング、光ゲート
スイッチなどの超高速光信号処理デバイスの提案と
実証を行いました。他の例として空間光変調器の研究
を行い、企業共同開発で最近高性能が達成できたので
実用化を期待しています。
今世紀に入って、光の量子論的性質を活用する量子情
報通信の研究が活発化しました。量子状態制御や光子単
位の操作は非線形光学で実現可能なので、私はその機能
を実現する「量子フォトニックデバイス」の名称を提唱
し研究を進めました。設計理論整備のため量子論的空間
発展方程式とユニタリー変換を用いる手法を考案して特
性解明を行いました。またQPM構造を有する光子波長
変換器、量子エンタングル光子対発生器などを試作し、
機能実証しました。私達が作製したデバイスでエンタン
グル状態を発生し、ベルの不等式の破れを観測するなど、
光子物理の世界に触れることも出来ました。
集積光電子デバイス研究の歴史を概観すると、長足
の顕著な発展が得られ将来の可能性が開かれ続けて
いることに疑念はありません。私の研究は浅い経験の
寄せ集めに過ぎませんが、分野の黎明期から大阪大学
の恵まれた環境で長年にわたり多くの課題の研究を
楽しませて頂きました。ご指導を賜りました先生方、
共に研究を行った大学院生、ご支援ご協力を頂いた澪
電会各位に厚く御礼申し上げます。

栖　原　敏　明
（昭和48年電子）
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話　　　題

大阪大学定年後、故郷島根県の産業技術センターのお手
伝いをすることになってほぼ 10年経過した。なんだか今
もって気持ちだけは現役時代のままで、月曜日早朝に大阪
岸和田から JRを乗り継いで島根松江に出勤し、土曜日に
帰ってくると云う、あきれられながら超長距離通勤を続け
ている一刻者であるが、さすがに体は大分ぼろぼろになり
つつあり、長い車中で眠ることが多くなった昨今である。
今、産業界、社会は激変しつつあり、地方は衰退の危機
に直面して、地域創生が叫ばれている。しばしば筆者も話
し合いの場に呼び出されるが、云うことは決まっている。
地域創生の鍵は人にある、具体的には「のぼせ者」の
存在である。のぼせ者と云う言葉は筆者の故郷出雲地方
の方言で、何かの事柄に利害損得を捨てて全力で必死に
取り組むので、時には変人扱いされ、自らと周辺に犠牲
をもたらすことから迷惑がられることもある。
かつてはこんなのぼせ者がたくさんいたが、昨今は、
皆冷静過ぎ、時には冷た過ぎと思う。
一昔前は会社を愛する人も多くいた、決して義務だか
ら、給料をもらうからだけではなく、何せ会社とその仕
事を愛する人が多かったのである。ある時期には会社人
間として批判的にみられる風潮があったのも事実であ
る。しかし、本当は愛する気持ちになれるような会社で
あり、そこでのいい人間関係があれば、会社にのぼせる
人がいても不思議はない。
現在、一部を除き日本の企業は非常にきつい状況にあ
り、中でも電気関連業界は厳しく、時には外資系の企業
に買収されるようなことも珍しくはなくなってきている。
なんでこうなって来たのだろう、財務的問題、技術的
問題、人災とも云うかトップのミスなどいろいろあろうが、
会社が社員にとって温かい存在でなくなってきているこ
との影響も大であると思える。その典型が非正規社員の急
増である。非正規社員がある割合以上であるのは基本的に
間違っている。現状では非正規社員は給与、雇用継続の義
務化を逃れるための側面もあるように思える。もしそうで
あれば、愛社精神が生まれるわけがない。逆に云えば、正
規社員であればのぼせ者になる人も出て欲しいと思う。
どうもある時期から日本では、かつての終身雇用、年
功序列の日本型雇用形態が悪のように評価をされること
が多くなったのである。

相変わらず熱が冷めぬ一刻者で
あることを納得の昨今

地方創生の話に戻ると、故郷の人と自然を愛する、社
会、組織を愛する、国を愛する、地球を愛する気持ちが
のぼせ者の存在を生み出す筈である。のぼせ者になって
何かをやること自体が楽しいと云う心になれるのが最高
である。それから、昨今、誰かが失敗してもとことん追
求し、叩き潰して二度と立ちあがれなくするような社会
的風潮があり、とんでもないことである。一度転んでも、
失敗しても再起、再生可能とするような、温かく見守る
ような社会になる必要があるように思う。それがあって
こそのぼせ者が生まれやすくなるように思っている。
のぼせ者はまた広い視野と長期的視点を持つ必要があ
る。そんな視点で動くのぼせ者でありたいと感じている
今日この頃である。
筆者は元来、研究者、技術者、教育者であり、定年ま
でとその後の何年かの経験で学んだことで伝えたいこと
がいろいろあるが、紙面の都合で、ひとつだけ脱常識の
重要性だけを述べておきたい。常識を捨てると面白いも
のがいろいろ見えてきて、新しい素晴らしい展開がはか
れると思っている。それと最後にもう一言、いろいろな
人がいると云うこと、足の速い人もいれば、遅い人もお
り、仕事の速い人、やっとついていける人もおり、早い
人を褒めるのは当然であるが、遅いからいろいろなこと
が見えて面白い流れに繋がることだってあり、道を踏み
外さないですむこともある。いろいろな人がいて、それ
で社会である。数は少ないがのぼせ者がいて、のぼせ者
でない人がたくさんいてそれでバランスする。
それと、若い人たちに云いたいことは、たくさんの友
人を持つことであり、やがてそれが最も大事であることが
分かってくる。今考えると澪電会の会員であることが非常
に有難かった。地方で様々な活動をする上で澪電会の会員
であるお蔭でたくさんの方々にお世話になることができ
た。我々のセンターでは活動の一つとして先端科学技術講
演会を年数回開催し、日本、世界を股に活躍している方々
にも講演をお願いしており、高等学校の同窓生もあるが、
澪電会の会員も多い。例えばNTTドコモの元社長山田隆
持氏、日本マイクロソフト社長の樋口泰行氏をはじめとす
る先輩、後輩、昨年は同期の山本晃司氏、今年はやはり同
期の今西正道氏にお願いすることにしている。
また、はるかに先輩であり筆者の生まれた昭和 16 年
に大阪帝国大学を卒業された池田盈造氏のご家族から澪
電会に送られてきていた講義ノートを目にして驚き、近
年になって大学の講義レベルが心配であると云う自らの
思いを実証するものと確信し、啓蒙、警鐘を鳴らすと云
う意味もあって、“古い大学講義ノート”シリーズを出
版している。この平成 28 年 4 月には米田出版から“古
い大学講義ノートVIII を発表したのも、澪電会のお蔭
と思っている。このシリーズは大阪大学図書館にも所蔵
されているのでチャンスがあったら眺めるだけでもして
いただきたいと思っている。
のぼせ者の筆者は、体が大丈夫であれば、もうしばら
く一刻者として楽しくやりたいと思っている。

島根県産業技術センター所長、
大阪大学名誉教授
吉　野　勝　美
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話　　　題

昭和 28 年 4 月、電気工学科におられた吹田徳雄教
授のご紹介で電気系図書室に司書として採用されま
した。
図書室の仕事として図書及び文献の貸出業務と参
考文献の整理を忙しくこなしておりました。それに加
え、当時としては珍しく立派なスタンダードのロイヤ
ルタイプライターが置いてありまして、先生方の論文
のタイピングをすることに追われるようになりまし
た。当時は春期と秋期に発表される工学部紀要に掲載
される論文ですから多忙なのは仕方がありませんで
した。その内に他教室の教授からの依頼もあり、図書
室の仕事をしながら多忙な毎日を過ごしました。帰宅
は 9時近くになることもしばしばでした。
又、仕事の合間に隣の研究室の学生さんに留守を依
頼して実験道具を車で助手の先生と一緒に枚方学舎
へと運んだことも思い出されます。
その内に英会話の勉強をすることになり、5時すぎ
になると図書室の閲覧室でアメリカ人の先生を相手
に研究室の学生さん達と一緒に勉強をしました。この
ことは海外での図書業務の研修旅行に大いに役に立
ちました。
又、夏・冬の休暇では研究室の学生さん達は教授に
引き連れられて、夏休みは山岳登山、そして冬はス
キーを楽しみ、私もよく同行させていただきました。
いよいよ 30 年が来まして定年退職をすることにな

電気系教室での思い出 り、私立の大学の図書館への移動を考えていました
が、藤井克彦教授のご意見に従って澪電会の仕事をす
ることにしました。事務系の仕事は初めてで、最初は
まごつきましたが、そのうちに馴れて前進することが
出来ました。澪電会の仕事は多岐に渡り、詳細に目配
りをしていなければならない仕事でした。
澪電会で会報「澪電」を発行するということになり
ました。最初の会長は菅田栄治教授でした。当時は執
筆者が少なくて、私にまで何か書けと云われて最初
1981 年（昭和 56 年）の第 2号に執筆しました。当時、
図書委員の宮脇一男教授と一緒に会員名簿作りにつ
いて執筆しました。次の 1985 年（昭和 60 年）の第 6
号では、熊谷三郎教授の許可を得て文部省から海外出
張の書類を頂いてアメリカへの 3ヶ月の研修旅行につ
いて書きました。そこでは大学の図書館、国会図書館
にて書籍の分類法などの勉強をさせて頂きましたが、
分類がUDCでない図書館が多くあり驚きました。そ
して最後に 1992 年（平成 4年）の第 13 号では、澪電
会の活動や名簿の発行などについて書かせて頂きま
したが、赤面の至りです。澪電会の仕事も終わりに近
づいて、最後に澪電会の歴史を西竜治准教授に助けて
頂いて作成しました。
歳月は流れる水のように早く，走馬燈の記憶の中に
運びきれない程の澤山の思い出がありますが、本年
（平成 27 年）12 月末をもって教室を退職することに
しました。
図書室を定年退職後、継続して澪電会（同窓会）の
お仕事を楽しくさせていただきました。
最後に長い間、ご支援いただいた先生方に厚く御礼
を申し上げます。そして先生方のご多幸とご健勝を心
よりお祈り申し上げています。

平成 27 年 12 月記
元大阪大学電気系図書室司書

澪電会事務局
安　井　晴　子
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退職された先生方の近況

薦田　憲久（電気・昭和 47・M49、大阪大学名誉教授）

定年退職して、ほぼ1年、ようやく新しい生活に慣れてきました。昨年7月から、
コーデソリューション株式会社（http://www.codesol.jp/）の顧問として勤務し
ながら、一般社団法人国際応用情報学研究機構（IIAI）（http://www.iaiai.org/）
の理事をしています。
コーデソリューション㈱は、薦田研の社会人博士が、2001 年にフィンランド
の大手携帯ゲーム制作会社Codetoys Oy の子会社として設立に参画した IT企業
です。2008 年にMBOにより親会社から独立し、現在は法人向けソリューショ
ン提供事業を中心にシステム開発・運用の業務を行っています。主な取り扱いサー
ビスは、（1）日本バレーボール協会、日本バスケットボール協会、日本体操協会、
全日本柔道連盟等の競技団体用会員管理システム、（2）保険代理店向け手数料計
算システム「サクッと明細」、（3）全国経理教育協会 各種検定試験管理システム、
等です。顧問業務とは別に、技術指導サービス部という部長だけの部を作っても
らって、企業から社員の学位取得支援ならびに研究開発への助言の業務委託を受
けています。月に１回、現役時代と同じように指導対象者（現在 11 名）の勤務
先に出向いて面談指導を行っています。新しい分野がほとんどで、しかも分かり
にくい文章を書いてくれますので、頭の体操になります。
（一社）国際応用情報学研究機構（IIAI）は、日本国内ならびにアジアおよび米
国での国際会議の主催、ジャーナルの発行を主たる業務として実施しています。
今年は、７月に熊本で主たる主催国際会議である 5th International Congress on 
Advanced Applied Informatics （AAI2016）を開催します。来年は、浜松での
開催を予定しています。AAI2016 は私が大会委員長ですが、澪電会関係者にも
多数組織委員会に入ってもらっています。また、この活動の一環として、コン
ベンション誘致に関する研究にも携わり、昨年 11 月には、ポルトガル、ペニッ
シェで開催された ITC'15 ‒ 8th International Tourism Congress で、“The self-
image of Japanese local cities as a convention host by tourist bureaus”を講演し、
Honorable Mention Awards（佳作）を頂きました。
教員としての 24 年間、阪大電気系の教職員、卒業生の皆さまには大変お世話
になりました。改めて心からお礼を申し上げます。今後、澪電会がますます発展
していくことを祈念しています。
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母校のニュース

大阪大学総長に西尾章治郎先生がご就任

情報システム工学科創設以降、23 年間にわたり電
気系教室の教育研究にご尽力されてこられました西
尾章治郎先生が、昨年 8月 26 日に大阪大学第 18 代総
長に就任されました。澪電会関係者にとっては、第
12 代総長に熊谷信昭先生が、第 15 代総長に宮原秀夫
先生が就任されて以来の慶事となります。
西尾先生は、電子化された超大量のデータ（ビッグ
データ）を社会・経済・文化活動、科学技術・学術振
興、さらには日常生活などに有効利用するための情報
技術である『データ工学』について先駆的な研究に従
事されてこられました。その業績に対し、紫綬褒章、
文部科学大臣表彰、立石賞功績賞をはじめ多数の受賞
をなされております。
京都大学大学院工学研究科を修了後、京都大学工学
部助手、大阪大学基礎工学部および情報処理教育セン
ター助教授を経て、平成 4年から工学部情報システム
工学科教授をお務めになるとともに、将来を見越した
計画力と確かな実行力で、サイバーメディアセンター
長、情報科学研究科長、総長補佐、理事・副学長など
の要職を歴任されました。この間、文部科学省科学官、
同科学技術・学術審議会委員、日本学術会議会員（情
報学委員長）、内閣府総合科学技術会議専門委員、科
学技術振興機構研究主監（PD）など、政府機関など
での科学技術施策の立案にも貢献されてきておりま
す。
先般 11 月 20 日には、多方面にわたる先生のこれま
でのご功績を讃えるとともに、大阪大学総長として今
後益々のご活躍を祈念する「激励する会」が、リーガ
ロイヤルホテルにて 300 名を超える参加者を得て盛大
に開催され、参加者一同からお祝いと励ましの言葉が
贈られました。また、これに先立ち教授退職記念講義
も実施されました。
グローバル化の波が急速に押し寄せるなか、平成
28 年 4 月に第 3 期中期目標期間に突入した国立大学
法人には大きな転換が求められており、西尾総長に
はその比類なきリーダシップにより大阪大学を更な
る発展・進化へと導いていただきたく存じます。西尾
総長が中心となって大阪大学創立 90 周年を見据えて
策定された「OU （Osaka University）ビジョン 2021」
では、「Openness（開放性）」を基軸として、「Open 
Education」、「Open Research」、「Open Innovation」、

「Open Community」、「Open Governance」の 5 つの
柱を立てており、学内と学外あるいは学内における部
局間の「壁」を取り払い、大学の知を広く世のため人
類社会のために提供することを目指しております。
西尾総長の任期は平成 33 年 8 月までの 6年間であ
り、この間相当の激務が予想されますが、西尾先生に
はご健康に十分ご留意いただき、充実した総長業務を
全うされますことを祈念し、ご報告とさせて頂きます。
 （尾上孝雄（情報科学研究科長・教授、
 電子・平 3・M平 5）記）

情報科学研究科C棟が完成

外観全景夜景写真をご覧ください。情報科学研究科
C棟が平成 27 年 5 月に完成しました。写真左側から
右方向に情報系総合研究棟（A棟）、情報系先端融合
科学研究棟（B棟）、そして、完成した情報系基礎研
究棟（C棟）・福利厚生複合棟（中央）です。素敵な
建物が歯学部、薬学部近くに出現したのです。また、
A棟、B棟、C棟、並びに福利厚生複合棟に囲まれた
内側に庭があり、憩いの場を提供してくれています。
大阪大学の名勝になるのではと思っています。
C棟は 7階建ての建築物で、外観だけでなく内側も
素敵です。1階には二つの講義室と計算機管理室（サー
バー室）があります。サーバー室には、情報科学研究
科所属研究室のサーバーが集結しています。最初に、
C棟に入って驚いたことは、講義室、サーバー室の廊
下側の壁はガラス張りであること、また、2階から 7

情報科学研究科C棟
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階は研究室ですが、教授室、准教授室の入り口の扉は
ガラス張りであることです。教員の講義の様子、学生
の講義への集中度、教員・学生の勉強・研究の様子を
廊下から見ることができます。このような開放感のあ
る教育・研究環境を提供していただいています。工学
部電気系 E6 棟からは 4研究室（前田研究室、松下研
究室、鬼塚研究室、中前研究室）が移転し、前田研究
室（脳情報通信融合研究センターへ移転）を除く 3研
究室がこの C棟に入居しました。入居して驚いたこ
とは、“静かさ”です。工学部にいた時には、生協に
近いためか、学生の話し声等の音がよく聞こえました
が、この棟の周りの環境のためか、本当に“静か”です。
これまで以上に、“研究しなきゃ”という気にさせて
くれます。
情報科学研究科は、平成 14 年 4 月に創設され、平
成 16 年 3 月にA棟が、平成 20 年 12 月に B棟が完成
しました。さらに第 3期棟を新設するのは大変な困
難を伴い、関係者各位の長年のご尽力により平成 27
年 5 月に情報系基礎研究（C棟）・福利厚生複合棟が
竣工するに至りました。関係者各位に深謝申し上げま
す。ありがとうございました。この C棟が完成する
ことにより、理学研究科、工学研究科に在住していた
各研究室、教職員全員が移り、永年の悲願であった、
研究科の教職員が一堂に会して活動を行うことが可
能になりました。全教職員が日々接することによって
新たな融合が起こり、より新しい教育や研究がその融
合から生み出されること、この地域が“知の泉”にな
ることが期待されています。
福利厚生施設には、食堂とコンビニエンス・ストア

（AM 8：00 － PM 9：00）が開設され、食事や買い物
が非常に便利になり、夜遅くなるまで研究に邁進でき
る環境、大変住み心地のよい環境が提供されています。
ますます、“研究しなきゃ”と感じている此の頃です。
吹田キャンパスに来られたら是非、情報科学研究科
の”知の泉“にお立ち寄り下さい。お待ちしております。
（中前幸治（情報科学研究科情報システム工学専攻・

教授、電子・昭 52・M54・D57）記）

兒玉教授ロシア科学アカデミー受賞報告

大学院工学研究科の兒玉教授が、ロシア科学アカデ
ミーより「名誉学位」を授与されました。その授与式
が、10 月 27 日、同最高会議幹部会（モスクワ）で行
われました。
兒玉教授は、過去 30 年間にわたりパワーレーザー
に関連する研究に従事し、その研究成果は、Nature、

Nature Physics、Physical Review Letters など多数
の主要学術論文誌での掲載や多数の国際会議におけ
る招待講演、さらにはプラズマフォトニクスという我
が国独自の分野創成などで示されるように高エネル
ギー密度物理学研究の新しい分野を切り拓いてきま
した。この度、その功績が高く評価されロシア科学ア
カデミーより当分野で重要な日本の科学者として名
誉を称えられました。
 （尾崎典雅 記）

北山研一教授　最終講義

電気電子情報工学専攻情報通信工学部門通信ネッ
トワーク工学講座フォトニックネットワーク工学領
域教授・北山研一先生は、平成 28 年 3 月 31 日をもっ
て大阪大学を退職されることとなりました。ご退職に
あたり、平成 28 年 2 月 5 日（金）午後 3時 30 分より、
大阪大学吹田キャンパス電気系メモリアルホール（Ｅ
1 － 115）にて、最終講義が行われました。当日は、
工学研究科の教職員、学生はもとより、学外からも多
くのゆかりのある方々が聴講に来られ、最終講義が行
われました。電気電子情報工学専攻長・上田良夫教授
の司会のもと、講義に先立って、北山先生のご略歴の
紹介が行われました。
「フォトニックネットワークの絶えざる技術革新の
中で―産官学を経て―」と題された講義は、学生時代
の指導教官であった熊谷信昭先生から受けた「師の
恩」の話にはじまり、日本電信電話公社電気通信研
究所、郵政省通信総合研究所、大阪大学における幅
広い研究分野を、一緒に研究をすすめた共同研究者、
学生とのなつかしい思い出とともに紹介され、最後
に、「弟子の恩」の話で締めくくられました。とりわ

授与式 - ロシア科学アカデミー総裁と
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け、約 30 年前に御自身が発明された 2モードファイ
バが、現在モード多重伝送用に再び盛んに研究されて
いること、光符号分割多重アクセスシステムとその光
パケットスイッチング技術への展開、フォトニックア
ナログ・ディジタル変換や変調フォーマット変換の先
駆的研究などを話題にとりあげられ、企業との共同研
究、国際共同研究を推進することの意義について示唆
に富むご意見を披露されました。また、教育面では、
欧州とのダブルディグリープログラムに取り組まれ
た際のご苦労と、その成果を紹介されました。さらに、
超高速フォトニックネットワーク開発推進協議会や
科学技術振興機構 CREST「次世代フォトニクス」で
の取り組みなどを紹介され、常に「産官学」の第一線
で、フォトニックネットワークの実現に向けて業界を
リードし続けてこられた北山先生ならではの心に残
るご講義でした。
講義終了後、先生の御活躍に感謝の意を込めて北山
研究室事務補佐員の山本愛さんから花束が贈呈され、
会場からの大きな拍手の中、先生はご退席されまし
た。また、その後別室で開催された懇談会では、多く
の方々に囲まれ、賑やかな歓談が続きました。
 （丸田章博（通信・昭 63）記）

栖原敏明教授　最終講義

電気電子情報工学専攻量子電子デバイス工学部門
教授・栖原敏明先生は、平成 28 年 3 月 31 日をもって
大阪大学を退職されることとなりました。ご退職に
あたり、平成 28 年 2 月 12 日（金）午後 3時 30 分よ
り、大阪大学吹田キャンパス 電気系メモリアルホー
ル（E1-115）にて、最終講義が行われました。当日は
工学研究科の教職員、学生はもとより、学外からも多
くのゆかりのある方々が聴講に来られ、盛況の中、講

栖原敏明教授　最終講義の様子

義が行われました。量子電子デバイス工学部門長・八
木哲也教授の司会のもと、講義に先立って、栖原先生
のご略歴が紹介されました。
「集積光電子デバイス研究教育 40 年」と題された最
終講義は、実験が好きであった少年時代のお話に始ま
り、レーザとの出会いや大阪大学学生時代の研究につ
いて言及されました。その後、走査型電子顕微鏡を
改造して光集積デバイス作製用電子ビーム描画装置
を開発されたお話や、具体的応用をもつ将来デバイス
のモデルとして世界的に注目された「光集積ディスク
ピックアップヘッド」、量子井戸構造半導体レーザ光
源を含めた世界で最初の「ワンチップ全光集積センサ
デバイス」、多種多様な「導波型非線形光学デバイス」、
将来の量子情報処理への応用を目指して提唱された
「量子フォトニックデバイス」などを含め、44 年にも
およぶ栖原先生の研究生活の中で積み上げられた集
積光電子デバイスにおける先導的成果を次々と紹介
されていきました。
これらのデバイスを紹介する際には、時折一緒に研
究・指導を行った教員・学生の名前を挙げ、思い出を
挟まれながらお話を進められました。その中で「デバ
イス設計のために新たに理論解析法を確立した」「い
い本がないから自分で教科書を書いた」というお言葉
が印象的で、栖原先生が理論的・実験的検討の両面か
ら着実に研究・教育を行われてきた姿勢に改めて身が
引き締まる思いがしました。
最終講義終了後は、先生のご活躍に感謝の意を込
め、栖原研究室事務補佐員・杉田惠子さんから花束が
贈呈され、会場からの大きな拍手の中、先生はご退室
されました。その後別室で開催された茶話会では、長
年苦楽を共にされてきた西原浩名誉教授によるご挨
拶もいただき、栖原先生は参加者の皆様といつまでも
思い出話に花を咲かせておられました。

（上向井正裕（電子・平 6）記）

北山研一教授　最終講義の様子
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谷野哲三教授　最終講義

電気電子情報工学専攻電気電子システム工学部門
教授・谷野哲三先生は、平成 28 年 3 月 31 日をもっ
て大阪大学を退職されることとなりました。ご退職
にあたり、平成 28 年 2 月 8 日（月）午後 4時半より、
大阪大学吹田キャンパス電気系メモリアルホール（E1-
115）にて、最終講義が行われました。当日は、工学研
究科の教職員、学生、学外のゆかりのある方々が多数
聴講に来られました。講義に先立ち、電気電子情報工
学専攻長・上田良夫教授の司会のもと、谷野先生のご
略歴の紹介が行われました。「数理工学の道を歩んで」
と題された講義では、数理工学研究の醍醐味が、新し
い概念の導入・新しい定理の創造により事象の背後に
隠れた構造を明らかにし、新しいアプローチ・新しい
問題を提唱することにある旨をお話しされたあと、東
北大学、国際研究所 IIASA、岡山大学、大阪大学で
の各研究について紹介いただきました。まず、当時最
新の課題であった多目的最適化問題について、IIASA
で取り組まれた最適性条件、Lagrange 双対性、共役
双対性、安定性・感度解析に関する研究について講義
されました。また、その後の研究として、階層システ
ムの最適化、線形制御系の固定モード、遺伝的アルゴ
リズム、制御と最適化、不確定な状況下での意思決定、
一般化包絡分析法、大域的最適解の解法、ファジィ協
力ゲーム、機械学習、データマイニングといった多岐
に渡る内容について概説いただいたあと、大阪大学で

澪電会会費納入のお願い

陽春の候、会員各位には益々ご活躍のこととお慶び申し上げます。日頃より本会の活動にご理解とご支援を
いただき有難うございます。
さて，澪電会のすべての活動は会員の皆様からの会費によって賄われておりますが、近年の社会情勢におい
て本会の財政は非常に厳しい状況にあります。本会の活動を継続し、より活発にするために、なにとぞ平成
28 年度会費（4,000 円）の早期納入（できれば 6 月末日までに）にご協力いただきますようお願いいたします。
特に新しい会員の皆様の納入率が低くなっておりますので、卒業して間もない方々も是非ご協力のほどよろし
くお願いいたします。また、住所等の会員情報の変更がございましたら、速やかにご連絡いただきますようお
願い申し上げます（澪電会ホームページからご連絡いただけます）。
会費の納入方法といたしましては、従来の「銀行口座からの自動振込（ゆうちょ銀行含む）」、「コンビニエ
ンスストアでの支払い（振込用紙の宛先が委託業者 小野高速印刷㈱の「同窓会係」となっております）」に加え、
平成 24 年からはインターネットからの「クレジットカードによる支払い」にも対応いたしましたので、ぜひ
ご利用下さい（詳細は澪電会ホームページの「会費納入方法」をご覧下さい）。自動振込の銀行口座を変更ご
希望の場合は、澪電会事務局までご一報くだされば、折り返し口座変更手続きに必要な預金口座振替依頼書を
ご送付いたします。
なお、大学学部卒業時から 53 年を経過した会員（平成 28 年度会費の場合、学部卒業が昭和 38 年以前の会員）

の会費は免除になっておりますので、納入の必要はございません。また、未納の過年度会費はご請求申し上げ
ないことになっております。皆様のご協力をお願いいたします。

谷野哲三教授　最終講義の様子

取り組まれた課題の一つである、協力ゲーム理論の拡
張について講義されました。この最終講義そのものが
冒頭で述べられた研究の醍醐味を実感できるものと
なっていました。最後に、「数理工学者の視点からの
数学教育」として、「科学の言葉」である数学の大学
教育における重要性、中でも論理的思考力を鍛えるこ
との重要性をお話しになり講演を終えられました。講
義終了後、先生の御活躍に感謝の意を表して研究室の
学生からの花束の贈呈が行われ、会場からの大きな拍
手の中、先生はご退席されました。また、その後別室
で開催された懇談会で多くの方々に囲まれ賑やかな
歓談が続きました。
 （巽啓司記）
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新研究室紹介

本領域は、その源を平成 8年（1996 年）の大学院重点化により発足した電子
情報エネルギー工学専攻の量子デバイス工学講座に遡ることができます。濱口智
尋先生（現名誉教授）が担当されていた固体電子工学講座から配置替となった谷
口研二先生（現名誉教授）が、発足時より量子デバイス工学講座を担当され、同
講座は、平成 17 年（2005 年）の法人化に伴う改組により、電気電子情報工学専攻・
量子電子デバイス工学部門所属の集積機能デバイス領域となりました。そして、
平成 23 年（2011 年）に谷口先生が退職された後、平成 27 年（2015 年）4月より、
集積量子デバイス領域と名称を改め、森が担当しています。現在のスタッフは、
森のほか、松岡俊匡准教授、鎌倉良成准教授、岩原加代子事務補佐員です。大学
院学生 13 名、学部学生 8名とともに研究を行なっています。
本領域では、新規半導体材料、新しいデバイス構造、従来と異なる動作原理を
用いたデバイスとそれらを集積したシステムの実現に向けて、計算科学をベース
にした理論的な研究を行なっています。量子デバイスにおいて原子レベルで発現
する物理現象の解明から、大規模集積システムの高性能化に至る、広い階層をま
たぐ研究を行なっています。
極限まで半導体電子デバイスの微細化が追求され、量産化されているシリコン
MOSトランジスタのチャネル長は既に 30 nmを切っています。研究レベルでは
チャネル長 10 nm以下のデバイスの動作も多数報告されています。MOSトラン
ジスタでは、サイズの縮小がデバイスの高性能化につながるという、いわゆるス
ケーリング則が成り立つため、高性能化を目指して微細化が行われてきました。
しかし、デバイスが極度に微細化された結果、これまでの単純なスケーリング則
のみによる性能向上の限界が顕在化してきました。現在、この状況の打破を目指
して、様々な半導体材料・デバイス構造・システムが提案され、試作されています。
デバイス構造・材料レベルでは、ナノワイヤなどの立体構造デバイスの導入や、
カーボン系材料やファンデルワールス型 2次元物質などの新規材料の導入が検討
されています。一方、システムレベルでは、これまでのフォンノイマン型アーキ
テクチャ内における高集積化・高速化に関する研究開発に加え、生体情報処理機
構を模した技術の応用や、量子情報処理デバイス・量子コンピュータなどが検討
されています。さらに、デバイスが極度に微細化された結果として、増大し続け
ている情報処理に伴うエネルギー消費を抑えるため、トンネルトランジスタなど
の新しい原理に基づくデバイスを用いた低消費電力システムの開発や、システム
レベルにおける熱マネージメント技術開発なども重要な課題となっています。
以上のような背景のもと、本領域では、量子デバイスを集積したシステムの高
集積化・高機能化・低消費電力化を目指し、計算機を利用した理論的な手法により、
次世代量子デバイス・システムの実現に向けた課題に取り組んでいます。現在は、
「ポスト「京」重点課題アプリケーション開発」の支援を受けた極微細MOSト
ランジスタの量子輸送デバイスシミュレータ開発、戦略的創造研究推進事業の支
援を受けた熱電デバイス開発支援、半導体理工学研究センターの支援を受けたパ
ワーデバイスのモデリング・シミュレーション技術開発などに加え、新学術領域
「ハイブリッド量子科学」におきまして、量子性がもたらす新しい技術の可能性
を追究しています。
以上の研究を推進し、澪電会の発展にも貢献できるよう努めてまいります。会
員の皆様には、今後ともご指導ご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

工学研究科
電気電子情報工学専攻
量子電子デバイス工学部門
集積エレクトロニクス講座
集積量子デバイス領域

教授　森　　伸也
（電子・昭61・M63・D平3）
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新研究室紹介

大阪大学総長に就任された西尾章治郎先生の後任として、平成 27年 10月 16日
付で、情報科学研究科マルチメディア工学専攻マルチメディアデータ工学講座の
教授に着任致しました原隆浩と申します。私自身は、西尾先生の研究室に学部、
修士、博士（3カ月で中退）、助手、助教授、准教授と 21年 6カ月もの長期間在籍
し、この度、講座を引き継ぐことになりました。そのため、生粋の澪電会会員（平
成 7年情報システム工学卒）です。准教授時代には、会計や総務担当の幹事として、
澪電会の運営にも微力ながら携わり、多くの諸先生・先輩方のお世話になりました。
上記のように年度途中での教授着任ですので、研究内容、メンバー共ほぼ変わ
らずに教育・研究を推進しております。一点、大きな変化は、研究室の准教授と
して 12 月 1 日付で、前川卓也先生が情報科学研究科マルチメディア工学専攻ビ
ジネス情報システム講座（松下研究室）から異動し着任したことです。前川先生
は、西尾研のOBでもあり、学生時代には私が直接指導しましたので、チームワー
クは万全だろうと期待しています。その他の教員は、西尾研究室から継続し、准
教授（兼任）の義久智樹先生、助教の天方大地先生、特任助教の白川真澄先生が
研究室を強力にサポートしています。
研究内容は、西尾研究室時代と同様に、ネットワーク環境におけるデータベー
ス技術を中心に据え、今後はそこに前川先生の専門であるセンシング、行動認識
の技術を融合する予定です。具体的には、情報技術（IT）の核であるデータベー
ス技術に、マルチメディア情報処理技術、モバイル・ユビキタスコンピューティ
ング技術、センシング技術などのさまざまな要素技術を融合することによって、
知的な情報システムを構築することを目指しています。主要な研究テーマは以下
の通りです。
•モバイル環境・P2P 環境におけるマルチメディアデータ管理基盤に関する研究
•ユビキタス・ウェアラブルセンサを用いた人間行動認識と屋内位置推定に関す
る研究
•Web 情報システムにおける知識発見技術に関する研究
•大規模分散システムにおけるマルチメディアコンテンツの検索技術に関する研究
•位置情報システムにおけるプライバシー保護に関する研究
本研究室では、これらの研究を単なる机上の理論ではなく、実践的な応用に展
開することも重視し、さまざまな企業や海外研究機関と連携することを重視して
います。実際、海外連携としては、米国ミズーリ科学技術大学、同ペンシルバニ
ア州立大学、中国マイクロソフト研究所などと、永年に亘り共同研究を推進して
います。
私自身、西尾先生が築かれた偉大な研究室を引き継ぐことになり身が引き締ま
る思いですが、その名を汚さぬように、そして研究室をさらに発展させるように
全力で挑みたいと思います。厳格かつ温厚で人並み外れた風格をお持ちの西尾先
生のようにはなれませんので、私自身の特徴である「元気で明るく」をモットーに、
教育研究に邁進する所存です。そして、世界をリードする研究を行いつつ、将来
のリーダーとなる優秀な人材を輩出し、大阪大学そして我が国に少しでも貢献で
きるよう尽力致します。また、澪電会のさらなる発展のためにも、微力ながらお
役に立てればと思います。今後とも宜しくご指導、ご鞭撻の程お願い申し上げます。

情報科学研究科
マルチメディア工学専攻
マルチメディアデータ工学講座

教授　原　　隆浩
（情報・平７）
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教員紹介

情報通信工学部門、通信システム工学講座、ワイヤレスシステム工学領域（三
瓶研究室）に所属しております衣斐信介（いびしんすけ）と申します。主として、
無線通信システムのための統計的繰り返し信号検出に関する研究に従事しており
ます。最近では、これまでに得られた繰り返し処理の知見をさらに深め、第 5世
代以降のセルラネットワークにおいて実現化が期待される大規模MIMO通信の
ための効率的な信号検出法の検討を行っております。大規模MIMOは数十～数
百本程度の送受信アンテナを用いて多数のユーザが同時通信を行う技術です。こ
の検出法により、限られた無線周波数資源をより多くのユーザで共用することが
可能となり、今後の無線トラフィックの劇的な増大への対策として有効です。ま
た、上記の大規模信号処理アルゴリズムを、多数のBluetooth Low Energy（BLE）
端末が構成する大規模 IoT（Internet of Things）ネットワーク内の端末位置推
定アルゴリズムに適用することで、安価な端末群で高精度な位置推定を実現する
手法の検討も行っております。
私は鈴鹿工業高等専門学校専攻科の出身であり、大学院から阪大の通信工学専
攻に入学しました。高専時代にはオーストラリア大陸をバイクで一周し、博士後
期課程時代にはフィンランドのオウル大学とドイツのイルメナウ工科大学、助教
時代にはイギリスのサウスハンプトン大学にて客員研究員を務めたこともあり、
若干の放浪癖がございます。その放浪癖から多くを学び、無線通信技術と無線位
置推定技術の研究に励んでおります。
ワイヤレス通信畑では、世界の第一線でご活躍されている澪電会の諸先輩が多
く、普段から多大なご支援とご指導を頂いております。諸先輩から頂いたご恩を
後輩に還元できるよう、精進して研究と教育活動に励みます。会員の皆様には、
今後ともご指導ご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

情報通信工学部門
通信システム工学講座

ワイヤレスシステム工学領域

准教授　衣斐　信介

澪電会と大阪大学工業会について

澪電会事務局へのお問い合わせ事項で目立ちますのは、「終身会員であるのに会費の請求をしてきた」とい
うことです。これは、大阪大学工業会と澪電会とを混同しておられるためと思われますので、工業会と澪電会
との関係について簡単にご説明いたします。
大阪大学工学部（その前身校を含む）には、学部全体の同窓会「大阪大学工業会」と学科または系の同窓会

（例えば電気系学科であれば「澪電会」）があります。従って、澪電会の会員のうちほとんど全ての方は同時に
大阪大学工業会の会員なのです。すなわち、会員構成の面では澪電会は工業会の下部組織といえます。
ところが、工業会と澪電会とは財政的には全く独立しておりまして、それぞれが独自に会費制度を設けてお
ります。従いまして、工業会会費を既にお支払いになった方、あるいは工業会の終身会員の方からも、澪電会
会費（年会費一律 4,000 円）を頂戴しております。また、澪電会では終身会員制は設けず、毎年会費をお納め
いただいております。
会報や名簿の発行などを含め、澪電会の活動は全て会員各位からの会費に依存しております。澪電会の健全
財政のため、今後とも会費納入につきましてよろしくご協力のほどお願い申し上げます。
なお、勤務先、住所の変更などに関しましては工業会とは別途に、澪電会にもお知らせくださいますよう切
にお願い申し上げます。
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卒業生の近況

谷内　大祐（情報システム・B 平 25、M 平 27）
私は平成 27 年 3 月に薦田研究室（情報科学研究科マルチメディア工学専攻）で博士前期課程を修了し、同年 4

月にパナソニック株式会社に入社致しました。卒業からまだ 1 年と間もないですが、近況を報告させて頂きます。
まず入社後の約半年間は、全体教育や販売実習、工場実習などの研修を受けておりました。販売研修では、実際に
販売店の店頭に立って、お客様が製品に何を求めているのか、何に不満を持っているのかなど、直接お話を伺うこと
のできる、非常に貴重な経験をさせていただきました。またその際に指導をしてくださった店員の方々が、初対面の
自分に対して非常に手厚く面倒を見てくださり、人とのつながりの大切さを改めて感じました。工場実習では、実際
に生産ラインに立って、製品の製造や検査を行いました。事故や不具合の発生を防ぐための工夫や製造を効率化する
ための工夫がたくさん実現されていましたが、それでもやはり事故や不具合はゼロではなく、安全や品質の確保がい
かに難しいかを肌で感じましたし、開発担当の自分にもできることはないかを考えるよい機会となりました。
その後、薦田研究室で位置測位技術の研究に取り組んでいたこともあって、カーナビゲーションシステムのプ
ラットフォーム開発に携わることとなりました。プラットフォームは、カーナビに搭載されている全てのアプリ
ケーションの制御を担う重要な部分であり、学生時代とは比較にならないくらいの規模の大きな開発に、四苦八
苦しながら仕事に励んでいます。多くの部署や社員の方々と意思疎通を図りながら仕事を進めていく必要があり
ますし、また設計仕様書も量が膨大なため仕様を理解するだけでも一苦労です。ただ、重要な部分の開発だけあっ
て、かなりスキルの高い方々が同じチームに集まっており、そのスキルを身近に学べるという非常に恵まれた環
境で充実した日々を送らせていただいております。
現在、自動車業界が好調なため、ありがたいことに多忙な毎日を送っておりますが、2020 年頃には自動運転技
術が実現されると言われており、そこには世界の名立たる IT企業が参入を表明しています。2020 年を迎えた時
でも、車載製品の領域で弊社が競争力を持って戦っていられるように、個人としても、今後も日々学び成長して
会社に貢献できるよう努力していきます。
 （パナソニック株式会社　オートモーティブ＆インダストリアルシステムズ社）

小玉　崇宏（電気電子・M平 22、D平 24）
私 2012 年 3 月に北山研究室（電気電子情報工学専攻フォトニックネットワーク工学領域）で博士後期課程を修
了した小玉です。本課程を修了後の 2年間、日本学術振興会のポスドク研究員を経た後、三菱電機株式会社に入
社しました。入社以来、情報技術総合研究所にて光通信技術に関連する研究開発に携わり、主に海底伝送用トラ
ンスポンダの開発と光メトロネットワーク用の伝送方式検討・システム設計の 2本柱で取り組んでおります。
海底伝送用トランスポンダの開発では、入社 2年目に弊社で開発した光送受信器の実フィールドにおける性能を
評価するため、非英語圏の発展途上国で1週間の現地試験を行いました。試験中は現地の方々と英語でコミュニケー
ションをとりながら日々の進捗を報告する機会があり、英語力を十分活かせることができたと感じています。現地
では128kb/s程度の低速なインターネット回線のため頻繁に日本とデータのやり取りを行うことができませんでした
が、問題が生じた時は現地に同行した社員といつも以上に議論を重ねて外部に展開する情報を最低限に絞る等工夫
することで乗り越えました。また、現地でWiFi ルータの販売員やタクシーの運転手のように英語が通じない人に対
してノンバーバル言語で対応する機会も多く苦労しましたが、イタリアに留学時に身につけた英語が通じない相手
に対して意思が伝わるまで表現を試行錯誤し続けるといった姿勢を十分に活かしながら対応できたと感じています。
光メトロネットワークを対象とした研究開発では、光通信の主要技術であるデジタル信号処理技術を用いたシ
ステムの性能改善に携わっています。現在、光通信システムの長時間動作で問題となる光源周波数の不安定性に
対処する手法についてアイデア出しから性能改善の効果を評価するところまで行っています。この研究を通じて、
実際に世の中に出ていく製品には伝送性能に加えて回路規模や消費電力等の様々な要求仕様を満たす必要があ
り、そのような仕様を同時に満たす難しさを日々痛感しています。
より良い製品を作り出す困難さはありますが、あらゆるモノが繋がる社会を実現するには光通信技術の更なる
発展が必要不可欠です。市場に要求される高機能な光通信機器を製品化するために、恩師の言う“光でもできる
ではなく光だからできる技術”を意識した研究開発を継続して取り組みながら精進していきたいと思います。

（三菱電機株式会社）
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学生の声

増田　　彬（情報科学研究科　マルチメディア工学専攻・M2）
私は情報科学研究科のマルチメディア工学専攻、ビジネス情報システム講座（松下研究室・旧薦田研究室）に
所属し、センサデータマイニングに関する研究に従事してきました。私が旧薦田研を志望した理由は、ちょうど
データマイニングという言葉がバズワードとして一情報科学の学生の私の耳にも届き、漠然と人工知能（AI）や
大規模データの解析技術はこれから社会に影響を与え続けるだろうと考えたからでした。結果的にデータマイニ
ングに関する研究に従事する 3年間で将棋・碁AI の高度化、自動運転の発展など多分野にわたって情報技術が
高度化し、益々その重要性が高まっているように思います。それは検索エンジンを開発している米Google が一時、
世界で最高の企業価値を有したことにも現われ、また情報科学研究科の西尾章治郎先生が大阪大学の総長に着任
されたことにも無関係ではないと思われます。
このような躍進する分野でその最先端を作り出されている先生方からご指導を頂き、議論を交わすことができ
たのは大変有意義な経験でした。特に問題を明確化すること、細部についても論理的な裏付けを求めること、そ
して素早く実践に移すことの重要性を学べたことは、これから社会で活躍する上で必ず役立つだろうと感じてお
ります。
また情報科学研究科のご支援を頂いて実現した海外インターンシップでは、マレーシアのペトロナス工科大学に
2ヶ月間留学し、石油パイプラインにおけるガスの異常検知に関わる研究に従事しました。多くのイスラム教徒に
囲まれながら感じたことは研究に国境はないこと、文化が異なっても互いに尊敬しながら議論できることでした。
このような多文化・多宗教の中で留学する機会を与えてくださった研究科、研究室の皆様には感謝を申し上げます。
これからは研究から離れ、ITエンジニアとして社会に飛び立ちますが、この 3年間で学んだことを活かして世
に役立つ情報技術を創り出していきたいと思います。

岩熊　征也（電気電子情報工学科　量子電子デバイスコース・B4）
私は現在電気電子情報工学科の片山研究室に在籍し、この 4月から博士前期課程に進学予定です。去年までの
3年間は、今後の見通しはあまりないまま遊びやバイトに没頭していて、今後自分がどんな研究をすればいいの
かと不安が大きかったです。そんな思いの中で、研究室を選択した理由は、見学時の明るい先輩方の雰囲気と新
しい分野に挑戦し続けるという研究室のモットーに惹かれたことです。研究室に在籍してからの 1年間は将来的
に応用が期待されているナノ材料の電気的特性の解明に関する研究を行いました。研究は大変ですが、親切な先
生方や、明るく楽しい先輩方と共に有意義な研究室生活を送っています。
私のキャンパスライフにとっての楽しみは、研究室生活の他にもう一つあり、TBS系列のテレビ番組「SASUKE」
に出場することです。SASUKEは体力に自信のある屈強な猛者たちが、筋力面からメンタル面まで極限に追い込
み、様々な難関エリアに挑戦していくものです。昔からその舞台への憧れは強く、現在下宿している部屋には、
テレビで見るエリアを模して作ったオリジナルのセットもあり、日々トレーニングに励んでいます。そして、私
は昨年の大会に応募し、体力測定や面接などの倍率 100 倍超の選考を通過し、実際に収録に参加させていただく
ことができました。そこでは小さい頃から憧れていた壮大な景色、テレビに出演されておられる有名人の方々が
見られ、正直圧倒されました。いざ自分の挑戦の番になると、受験や卒論発表の何百倍もの緊張が押し寄せ、頭
の中は真っ白になりました。その結果、私の SASUKEの初挑戦は第１ステージでリタイア、テレビでもカット
されてしまいました。そのことを周りの友人たちからはネタにされ、いじられ続けていますが、狭き門をくぐり
ぬけ夢舞台に立てたことは心から誇りに思っています。
来年度からの大学院での生活でも、チャレンジ精神を大事にして、様々な研究や学会発表を行っていきたいと
考えています。もちろん、SASUKEにも再挑戦したいです。
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松本　怜典（電気電子情報工学専攻・D3）
電気電子情報工学専攻の北山研究室（フォトニックネットワーク工学領域）に所属している松本怜典と申しま
す。奈良工業高等専門学校から大阪大学に編入学してから、早くも 6年が経とうとしています。折角の機会をい
ただいたので、6年間の大学生活を振り返ってみたいと思います。
思い返してみると、私にとって大阪大学で過ごした 6年の歳月は長く感じられます。耐震工事で建物が一新さ
れていき、入学当時に目にしていた吹田キャンパスの風景は今や見る影もありません。特に、新設された電気棟
を見る度に時の長さを感じずにはいられません。そんな長い大学生活の中で、研究室配属は私にとって大きな転
機でした。学部 4年次の研究室選択では、ただ漠然と通信と物理の両方を勉強したいという理由で光ファイバ通
信に関する研究室を希望しました。ところが、企業との共同研究や学会活動を通じて最先端の研究に触れていく
中で、光ファイバ通信の奥深さや面白さに魅かれていきました。特に、博士前期課程在籍時に同分野で最大規模
の国際会議で研究成果を発表した経験は大きく、研究者を志す契機になりました。これらの機会を与えてくださっ
た北山先生には今でも感謝し尽せません。そんな経緯があって、より専門性の高い博士後期課程に進学しました。
勿論、進学後は良い経験ばかりでもなく、研究が進まず夜遅くまで大学に残る日も増えてきました。しかし、苦
しみながらも直向きに研究と向き合い続けることにより、最近では研究テーマの発案から研究成果の発表に至る
一連の研究活動を自らで熟せるようになってきました。
まだまだ半人前ではありますが、博士後期課程を通じて研究者としての自立を実感しています。卒業に差し掛
かり、こうして記憶を戻してみると、研究室配属や研究室生活を経て大きく成長できたと確信しています。
研究室では一貫して光通信システムの高速・大容量化を検討してきました。光通信システムの伝送容量は 10 年
当り約 1000 倍のペースで増え続けており、今後も益々の発展が期待できる分野です。幸運にも同分野の企業研究
所から内定をいただいており、卒業後も光ファイバ通信の研究を続けていくことができます。大阪大学で学んだ
知識を糧に、4月からは社会人あるいは研究者としてより一層研究に精進していてきたいと思います。

会員の方々のご活躍

受賞（学会賞・学会フェロー称号等）

松岡俊匡先生
電子情報通信学会　2014 年度エレクトロニクスソ
サイエティ活動功労表彰
佐々木孝友先生
レーザー学会フェロー
古崎晃司先生
大阪から考える Civic Tech アプリコンテストアプ
リ・Web サービス部門優勝（グランプリ）
前田太郎先生
一般社団法人　日本機械学会　ロボティクス・メカ
トロニクス部門　ROBOMECH　受賞
西尾章治郎先生
IEEEモバイルデータ管理国際会議（MDM 2015）
優秀論文賞
原　隆浩先生
IEEEモバイルデータ管理国際会議（MDM 2015）
優秀論文賞

森　勇介先生
大学ベンチャー表彰・文部科学大臣賞
近藤正彦 先生
2015 応用物理学会フェロー受賞
疇地　宏先生
Edward Teller Medal （IFSA2015）
Leadership Award （Fusion Power Associates 36th 
Annual Meeting
兒玉了祐先生
ロシア科学アカデミー名誉学位（博士）
尾崎雅則先生
日本液晶学会業績賞
衣斐信介先生
電子情報通信学会　論文賞
三瓶政一先生
電子情報通信学会　論文賞
三瓶政一先生
情報通信月間推進協議会会長表彰志田林三郎賞
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教室情報

平成28年度電気電子情報工学専攻役割分担
大学院専攻
電気電子情報工学専攻専攻長 上田　良夫　教授
電気工学部門長 舟木　　剛　教授
情報通信工学部門長 三瓶　政一　教授
電子工学部門長 八木　哲也　教授
電気工学、システム・制御・電力工学コース長
 伊瀬　敏史　教授
先進電磁エネルギー工学コース長 兒玉　了祐　教授
情報通信工学コース長 井上　　恭　教授
量子電子デバイス工学コース長 森　　伸也　教授
電子工学コース長 森　　伸也　教授

電子情報工学科
電子情報工学科長 中前　幸治　教授
電気電子工学科目長 伊瀬　敏史　教授
システム・制御・電力コース長 伊瀬　敏史　教授
先進電磁エネルギーコース長 兒玉　了祐　教授
量子電子デバイスコース長 森　　勇介　教授
情報通信工学科目長 井上　　恭　教授
情報通信工学コース長 井上　　恭　教授

就職担当
電気電子情報工学専攻 
システム・制御・電力工学コース 兒玉　了祐　教授
先進電磁エネルギー工学コース 兒玉　了祐　教授
情報通信工学コース 馬場口　登　教授
量子電子デバイス工学コース 片山　光浩　教授
電気電子工学科
システム・制御・電力コース 兒玉　了祐　教授
先進電磁エネルギーコース 兒玉　了祐　教授
量子電子デバイスコース 片山　光浩　教授
通信工学クラス 馬場口　登　教授
情報システム工学クラス 前田　太郎　教授

電気系人事
（平成 27年 4月 2日～平成 28 年 4月 1日）
西尾章治郎 教　授 平成 27 年 8 月 25 日 退　職
 （平成 27 年 8 月 26 日 大阪大学総長就任）
林　　祐輔 講　師 平成 27 年 9 月 30 日 退　職

（北九州市産業経済局
 環境エレクトロニクス研究センターへ）
宮地　充子 教　授 平成 27 年 10 月 1 日 採　用
原　　隆浩 教　授 平成 27 年 10 月 16 日 昇　任
北山　研一 教　授 平成 28 年 3 月 31 日 定年退職
栖原　敏明 教　授 平成 28 年 3 月 31 日 定年退職

谷野　哲三 教　授 平成 28 年 3 月 31 日 定年退職
清水　昌平 准教授 平成 28 年 3 月 31 日 退　職
 （滋賀大学へ）
奥野　弘嗣 助　教 平成 28 年 3 月 31 日 退　職
 （大阪工業大学へ）
金　　　寛 助　教 平成 28 年 3 月 31 日 退　職
吉田　悠来 助　教 平成 28 年 3 月 31 日 退　職
 （国立研究開発法人情報通信研究機構へ）
橋本　昌宜 教　授 平成 28 年 4 月 1 日 昇　任
梶井　博武 准教授 平成 28 年 4 月 1 日 昇　任
SU CHUNHUA（蘇　春華）
 助　教 平成 28 年 4 月 1 日 採　用
吉村　政志 准教授 平成 28 年 4 月 1 日 昇　任
 （大阪大学レーザーエネルギー学研究センターへ）
片山　竜二 教　授 平成 28 年 4 月 1 日 採　用
井上　文彰 助　教 平成 28 年 4 月 1 日 採　用
佐々木勇和 助　教 平成 28 年 4 月 1 日 採　用
猿渡　俊介 准教授 平成 28 年 4 月 1 日 採　用

母校の教壇に立つ本会会員（平成 27年度）
・「電力・エネルギーシステム計画・運用論」
 貝塚　泰一（電子・昭 63）
 関西電力株式会社  電力技術研究所　主幹
・「電力・エネルギーシステム計画・運用論」
 大澤　　渉（情報・平 13）
 関西電力株式会社  電力流通事業本部  系統制御グ
ループ　リーダー
・「電気電子情報工学特別講義Ⅰ」
 岡田　誠康（電子・平 4）
 JFE スチール株式会社  西日本製鉄所（福山地区）
制御部制御技術室　主任部員（副部長）
・「電気電子情報工学特別講義Ⅰ」
 丸谷　祐司（電気・平 6）
 JFE スチール株式会社  西日本製鉄所（福山地区）
制御部制御技術室　主任部員（課長）
・「プラズマフォトニクス」
 藤田　雅之（電気・昭 58）
 ゼータフォトン株式会社　技術顧問
・「電気電子情報工学特別講義Ⅲ」
 安部田貞行（通信・平 5）
 株式会社ＮＴＴドコモ  無線アクセス開発部　担当
部長
・「電気電子情報工学特別講義Ⅲ」
 柳瀬　　晋（通信・昭 61）
 関西電力株式会社  経営改革・IT 本部　通信技術
グループ　チーフマネジャー
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平成 28年 3月電気系卒業者・修了者就職先

システム制御電力コース（19 名）
㈱ GSユアサ
大阪大学大学院（14）
東京大学大学院
未定（3）

先進電磁エネルギーコース（6名）
大阪大学大学院（4）
東京大学大学院
未定

量子電子デバイスコース（59 名）
㈱ JR西日本テクシア

■学部卒業生の進学・就職先（本会に関わる内部進学者を除く）

■大学院前期課程修了者

㈱ワークスアプリケーションズ
㈱京都製作所
海外大学院
京都大学大学院
大阪大学大学院（43）
田淵電機㈱
未定（10）

通信工学クラス（32 名）
㈱野村総合研究所
株式会社セプテーニ・ホールディングス
大阪大学
大阪大学大学院（23）

東京工業大学大学院
奈良先端科学技術大学院大学（2）
富士通テン㈱
未定（2）

情報システムクラス（32 名）
みずほフィナンシャルグループ㈱
株式会社日本制御エンジニアリング
大阪大学大学院（28）
東京大学大学院（2）

電気電子システム工学部門（42 名）
㈱クボタ
㈱ジャステック
㈱科学情報システムズ
㈱神戸製鋼所
Sky 株式会社
いすゞ自動車㈱
オムロン㈱
キヤノン㈱
トヨタ自動車㈱
パナソニック㈱（3）
関西電力㈱（2）
古野電気㈱
国際石油開発帝石株式会社
国際電信電話㈱
三菱電機㈱ 3
住友重機械工業株式会社
住友電気工業㈱（2）
神戸市役所
大阪ガス㈱
大阪市
大阪大学大学院
中国電力㈱（2）
東京ガス㈱
東京電力㈱（2）
日本電気㈱
富士ゼロックス株式会社
富士電機㈱（2）
北陸電力㈱（2）
澁谷工業㈱
未定（3）

情報通信工学部門（28 名）
㈱デンソー
㈱ニコン
㈱ユー・エス・イー
㈱科学情報システムズ
㈱三菱総合研究所
㈱東芝
㈱富士通システムズ・ウエスト
㈱富士通研究所
㈱豊田自動織機
JTEKT
キヤノン㈱
パナソニック㈱
華為技術日本株式会社‏

関西電力㈱
三菱重工業㈱
三菱電機㈱（2）
大阪大学大学院（2）
日本電信電話㈱（2）
日本放送協会
日本郵政㈱
日立オムロンターミナルソリュー
ションズ㈱
富士通㈱（2）
未定（2）

量子電子デバイス工学部門（55 名）
㈱ 島津製作所
㈱NTTドコモ
㈱デンソー
㈱リコー（2）
㈱村田製作所（2）

㈱東芝（2）
㈱豊田自動織機
SMC㈱
アーサー・D・リトル（ジャパン）株
式会社
アビームコンサルティング株式会社
オリンパス㈱
クボタ㈱
サントリー㈱
シャープ㈱
ソニー LSI デザイン株式会社
ダイキン工業㈱（2）
トヨタ自動車㈱
パナソニック㈱
ルネサスエレクトロニクス㈱
ローム ㈱（2）
岡山県公立学校教員
株式会社クラレ
株式会社リクルートキャリア
株式会社三井住友銀行
関西電力㈱（2）
京セラ㈱
九州電力㈱
阪神高速道路株式会社
三井物産㈱
三菱自動車工業㈱
三菱電機㈱（2）
新日鐵住金㈱（2）
川崎重工業㈱（3）
全日本空輸㈱
大阪大学大学院
富士通㈱（2）
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■大学院後期課程修了者

未定（8）

情報科学研究科（21 名）
㈱ジェイテクト
㈱NSソリューションズ関西
㈱エクセル・クリエイツ
㈱村田製作所

㈱東芝
グリー㈱
シャープ㈱
トヨタ自動車㈱
パナソニックアドバンストテクノロジー㈱
ヤフー㈱
株式会社サイバーエージェント

西日本電信電話株式会社（2）
大阪大学大学院（5）
日本電産㈱
富士通㈱
未定

電気電子システム工学部門（4名）
ダイキン工業㈱
川重テクノロジー株式会社
大阪大学（2）

情報通信工学部門（4名）
三菱電機㈱

情報通信研究機構
未定（2）

量子電子デバイス工学部門（5名）
ギガフォトン㈱
メルコ・ディスプレイ・テクノロジー㈱
レーザーテック㈱

大阪大学（2）

情報科学研究科（2名）
日本学術振興会
日本電信電話㈱

注意： 会社名等の後ろのカッコ内数字は人数（数字のないものは一人）を表します。調査時（平成 28 年 3 月末まで）に回答
の得られたものを（順不同で）記載しました。

株式会社ダイヘン　　　http://www.daihen.co.jp/
電力供給から金属加工、半導体製造分野まで、社会のニーズに応える先進のものづくりで、ダイヘンは社会の発展
に貢献します。

匿名企業　1社

澪電会　賛助会員（サポート企業）募集について

陽春の候、会員の皆様方には益々のご活躍のこととお慶び申し上げます。平素は本会の活動にご理解とご支援を賜り
まして、厚くお礼を申し上げます。
さて、澪電会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、適宜
必要な事業活動を行ってきております。澪電会は明治 45年から大正 2年頃に結成されて（第 1回会報　山口次郎「澪電
会小史」より）以来、今や約 9,000 名の会員を擁する大きな組織となり、会報発行、卒業謝恩会、見学会、新入生歓迎会、
講演会そして支部活動と活発に活動しております。平成 24年度より、電子メイルによる会員の皆様への情報発信も開始
しております。しかし、残念ながら運営の基盤となる会費納入不振のため、財政が極めて厳しい状況になっております。
このような状況のもと、澪電会では、会の趣旨に賛同し、その運営を援助することを目的とする賛助会員（会費年額
50,000 円／一口以上）を企業の方を対象に募ることとなりました。澪電会の会則には、すでに賛助会員が含まれてお
ります。
澪電会にご関係いただく企業の皆様におかれましては、この機会に是非とも澪電会賛助会員にご加入頂けますよう、
ご検討の程、よろしくお願い申し上げます。なお、ご賛同していだだけますと、賛助会員企業（サポート企業）である
ことを澪電会会員に活動を通じて周知いたします。例えば、電子メイルによる案内では、サポート企業名とそのキャッ
チフレーズ（1行から 2行）をメイル文の最後の方につけて賛助会員企業を周知いたします。
ご賛同していただける場合には、澪電会事務局までお知らせください。

e-mail:reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp
申込用紙を電子メイルにてご送付させていただきます。
なお、本会に関するご意見やご希望がございましたら、ご遠慮なくお聞かせ下さい。皆様のご協力をお願いいたします。

現在、以下に示します企業の皆様から、ご支援をいただいています。
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澪電会役員

会　長
谷口　研二（子 46） 奈良工業高等専門学校

副会長
亘　　信二（通 50） 南海辰村建設㈱
厚海　俊明（子 48） 厚海技術士事務所
三谷　康範（電 56） 九州工業大学
高見　佳宏（電 59） 中国電力㈱
春田　　清（電 51） ㈱ケーブルテレビ富山
多賀　裕司（電 51） テクノ・サクセス㈱
片山　正昭（通 56） 情報・通信科学研究部門
田中　和夫（電 49） 阪大・工・電電情・気

幹　事
西村　博明（電 50） 阪大・レーザー
山元　正人 （電 53） 日本電気㈱
永田　清人（通 55） ㈱ NTTドコモ
尾﨑　雅則（電 58） 阪大・工・電電情・子
高木　　洋（通 58） ㈱日立システムズネット

ワークス
山下　隆久（電 61） 住友電気工業㈱

森　　伸也（子 61） 阪大・工・電電情・子
丸田　章博（通 63） 阪大・工・電電情・通
西口　芳明（電平元） 三菱電機㈱
高井　重昌（子平 7博） 阪大・工・電電情・子
武仲　正彦（電平 2） ㈱富士通研究所
三好　秀和（通平 2） 住友電気工業㈱
鶴田　義範（電平 3） ㈱ダイヘン
中野　浩之（通平 3） 西日本旅客鉄道㈱
内田　正雄（子平 3） パナソニック㈱
加東　智明（子平 3） 三菱電機㈱
藤本　　靖（電平 4） 阪大・レーザー
衣川　嘉之（通平 4） ㈱ NTTネオメイト
前川　浩二（通平 4） 関西電力㈱
渡辺　健司（子平 4） シャープ㈱
上野　弘明（子平 7） パナソニック㈱
久保　　理（子平 8） 阪大・工・電電情・子
宮川　修一（子平 8） 阪神電気鉄道㈱
南浦　武史（電平 9） パナソニック㈱
山崎　聖高（子平 9） 関西電力㈱
浪岡　保男（情平 14 博） ㈱東芝
前川　卓也（情平 15） 阪大・情報科学研究科

阪大・工・電電情・気：大阪大学　大学院工学研究科　電気電子情報工学専攻　電気電子システム工学部門
阪大・工・電電情・通： 〃 〃 〃 情報通信工学部門
阪大・工・電電情・子： 〃 〃 〃 量子電子デバイス工学部門
阪大・情報科学研究科： 〃 大学院情報科学研究科
阪大・レーザー　　　： 〃 レーザーエネルギー学研究センター

ご寄付のお礼

本年度は澪電会の活動に際し、寄附を賜りました。いただきました方のご芳名を記し、お礼に代えさせて
頂きます。
賜りました寄付金はこれからの同窓会活動のため、有意義に活用させて頂きます。

　太田　有三　様（子・昭 52・博）
　高岡　俊征　様（情・平 10）

 寄付に関するお問い合わせ先　澪電会事務局　reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp
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同窓会だより

NECOMM（新制通信28年卒）平成27年同窓会

日　時：平成 27年 5月 18 日 12：00 ～ 15：00
場　所：宝塚市　宝塚ホテル内「ソラレス」
出席者：東地区（岩原、塩崎、北條）

西地区（石井、浦野、末田、田中、仲井、
鍋嶋、藤原、細馬、松井、森岡、安田）

 以上 14 名

会員の年ごとの高齢化により心身の健康維持の困
難が予想されたにも拘らず、今回も東地区（関東）か
ら 3名、西地区（関西）から 11 名合計 14 名の同窓の
友の出席を得て盛会裡に例年通り同窓会を持つこと
が出来た。
開会にあたり先立たれた友の冥福を祈り、出席会員
諸兄の健康長寿を祈って代表幹事の乾杯の音頭で宴
会に入った。
出席会員の近況披露で健康維持の状況や家族の様
子、更には終活対策等にまで話が及び時が過ぎるのも
忘れ話題は尽きなかった。
閉会に際して本会の今後の継続について、少くとも
2020 年の東京五輪の開催の年までお互い元気で続け
ようと前会に誓い合ったが、寄る 年波に勝てない現実
に存続の如何が改めて話題となった。
結局全員相互の絆を保ち、毎年の楽しみの目標の一
つとして元気な世話役が存在する限り継続して行こ
うと意見が一致し、当分の間従来通り所定の期日と場
所（5月第 3日曜日・宝塚ホテル）で開くことが改め
て確認された。

（幹事　末田）

阪大工学部電気工学科昭和 30年卒同期会

日　時：平成 27 年 10 月 15 ～ 16 日
場　所：天王寺都ホテル
出席者： 村井、中川、長田、松井、梅本、飯沼、
 池田、北川、味村
 以上　9名

電気工学科昭和 30 年卒の同期会は隔年に開催して
来ましたが今年 10 月 15 日、16 日の両日天王寺都ホ
テルにて開催した
参加者は横浜からの者を含め 9名であった。
初日は午後ホテルに集合しその後ビルとして日本
一高い（300m）ハルカス 300 に登り大阪市全体を一
望しその発展状況を見、又旧南校のあった場所を懐か
しく眺めた。
その夜はホテルにて懇親会を開きお互いの健康を
祝い旧交を温めた。
二日目は天満橋へ向かい水上パスに乗船、水上より
大阪城、桜宮造幣局、北浜のビル街等を眺め昔この近
く（京橋）に工学部の教室があったこと思い出し昔話
に花を咲かせた。下船後打上げ会を聞きお互いの今後
の健康と長寿を祈り解散した。
猶本会は会員が高齢になっている事もあり今回を
以て終了する事となったが今後希望者のみで毎年 10 
月頃に適当な場所で再会することとし松井君に窓口
となって貰う事となった。
出席者は次の通りであった。写真左から
村井和三郎、中川健治、長田達男、松井昭夫、梅本城冶、
飯沼史郎、池田健、北川雄剛、味村健三
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滑川敏彦先生を偲んで

本学名誉教授で通信工学
第三講座（無線工学）を担
当され、情報通信産業界に
も多くの貢献をされてきた
滑川敏彦先生が本年 2 月 2
日ご逝去されました。享年
95 歳でした。
滑川先生は、1945 年 9 月
大阪帝国大学工学部通信工
学科を卒業後、同大学院特
別研究生を経て、1950 年 10 月より 1955 年 2 月まで
毎日新聞社大阪本社編集局に勤務されました。その
後、1955 年 3 月神戸大学工学部助教授、1960 年 11 月
大阪大学工学部助教授、1968 年 1 月には大阪大学教
授に就任され、1986 年 3 月定年退官、大阪大学名誉
教授の称号を授与されました。また 1986 年 4 月には
姫路獨協大学の設立に参画され、設立準備室情報セン
ター開設委員長として尽力されると共に、その後 12
年間に亘り同大学発展のため貢献され、同大学からも
名誉教授の称号を授与されています。この間、先生は
広い視野と国際的な展望、識見の下に学生の教育・研
究指導ならびに後進の育成に尽力され、多くの優れた
学者・研究者・技術者を広く国内外に送り出されまし
た。
滑川先生の研究分野は広く、通信工学、情報工
学、電子工学の基礎理論ならびに応用分野の多岐にわ
たっており、中でも無線通信方式論、情報理論、電子
回路応用の研究においては国際的にも先導的役割を
果たしてこられました。特に、先生の電子回路ならび
に通信システムにおける雑音に関する理論的・実験的
研究は、通信工学の広い範囲にわたっての根幹をなす
ものであり、今日の集積回路設計ならびに情報通信シ
ステム設計に多大の貢献をされました。
先生は学術面のみならず産業界の指導、社会の高度
情報化に向けての基盤づくりの面でも大きな貢献を
されました。世界に先駆けてカラーテレビ受像機の全

集積回路化、混成集積回路設計の自動化など集積回路
応用の分野をはじめ、1970 年代初頭からは、双方向
ケーブルテレビの開発、映像情報システムの開発をは
じめとするニューメディアの開発研究でも産業界を
強力にリードされ、1980 年代の高度情報社会に向け
ての礎を築かれました。これら情報通信システムは、
今日のインターネット・システムの先駆けと言っても
過言ではありません。
学内においては、大阪大学評議員、総長補佐、工学
部教務委員長などの要職を務めるなど、本学の発展に
尽くされました。また文部省関連では、大学設置審議
会専門委員、学術審議会専門委員を歴任され、文部行
政にも貢献されました。
学会活動等においては、テレビジョン学会副会長、
電子通信学会副会長をはじめ、両学会の発展に尽力さ
れました。また郵政省、通産省の各種審議会専門委員
を歴任されると共に、通産省ホームオートメーション
システム普及基盤整備委員会委員長、同省関連の映像
情報システム開発協会、ニューメディア開発協会、光
産業技術振興協会、関西電子工業振興センター等の各
種委員会委員長を歴任し、産業行政ならびに産業界に
おける情報通信技術の発展にも多大の貢献をされま
した。

筆者も直接ご指導賜り、また後に引き継ぐこととな
る大阪大学滑川研究室は、早くから留学生も多く受け
入れ、毎年のように 40 人を超える大所帯の研究室で
活況を呈していました。そのような活気ある雰囲気
の中から学術ならびに産業の両分野において数多く
の成果が生まれ出たわけでありますが、これも滑川先
生ならではの豊かな柔軟思考に基づく優れた指導力
があってのことだったと今更ながら尊敬の念で一杯
であります。研究室行事として、夏にはテント持参の
海水浴や山歩き、冬にはスキーと、どれもこれも若者
がとても敵わなかった足腰の強さとお酒の強さを懐
かしく想い出しつつ、ご冥福をお祈りしたいと思いま
す。
 （森永規彦（通信・昭和 40 修）記）
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澪電会だより

平成27年度  電子情報工学科特別講演会
電子情報工学科入学・澪電会入会歓迎会

平成 27 年度で 7回目となる電子情報工学科特別講
演会、電子情報工学科入学・澪電会入会歓迎会が、い
ちょう祭期間中の 5月 1日（金）に開催された。
電子情報工学科特別講演会は、15:00 ～ 16:30 に銀

杏会館阪急電鉄・三和銀行ホールにて開催された。
電子情報工学科長・中前幸治教授（電子・昭 52）の
司会のもと、電子情報工学科目長・尾﨑雅則教授（電
気・昭 58）による「エレクトロニクスと分子　～
えっ 電子情報なのに化学も勉強するの？～」と題す
る講演が行われた。液晶の歴史に始まり、研究にお
ける異分野連携・融合の大切さを分かりやすく話し
ていただいた。続いて、株式会社シンセシス執行役
員・伊勢正尚様（情報・平 12）より「ベンチャー企
業における組み込みシステムの開発」と題する講演
が行われ、大学発ベンチャー企業の魅力や現在取り
組まれているワイヤレス電力伝送の研究開発につい
て、ご自身の学生時代で学んだことなどを踏まえて
熱く語っていただいた。電子情報工学科1年生140名、
教職員他 30 名、合計 170 名の聴衆が熱心に講演に耳
を傾けた。
講演会終了後、銀杏会館大会議室において電子情
報工学科入学・澪電会入会歓迎会が開催された。電
子情報工学科クラス長の田中和夫教授（電気・昭
49）の司会のもと、谷口研二会長（電子・昭 46）か
らご挨拶と澪電会の紹介をいただいた。ご挨拶では
澪電会の歴史や名前の由来などについてご説明頂い
た。その後、谷口会長によるソフトドリンクでの乾
杯の音頭によりイベント「澪電会を知ろう」に移り、
1 年生はお菓子を食べながら羽原英明准教授（現教
員）が出題する講演者の話題や学科、澪電会に関す
るクイズで盛り上がった。最後に、成績優秀グルー
プには入会特別賞の景品が渡された。歓迎会の部は 1
年生 151 名と例年に比べかなり多くの学生が参加し、
教職員他 29 名（合計 180 名）とともに楽しいひと時
を過ごした。
 （久保理（電子・平 8）記）

平成 27年度  総会・講演会・懇親会

平成 27 年 6 月 5 日（金）大阪新阪急ホテル「花の
間」にて 129 名の参加者を得て開催された。総会に先
立って「花の間」にて午後 5時から平成 27 年度澪電
会講演会が西村博明幹事（電気・昭 50）の司会で開
催された。今回は、北山研一教授から「光通信からフォ
トニックネットワークへ　－絶えざる技術革新を追
い求めて－」、栖原敏明教授から「集積光電子デバイ
ス研究 40 年」と題してご講演いただいた。それぞれ
長年の研究活動を振り返る大変示唆に富んだお話で
あった。
引き続き平成 27 年度澪電会総会が午後 6 時 30 分
より同じく「花の間」で行われた。谷口研二会長（電
子・昭 46）の挨拶の後、尾﨑雅則総務幹事（電気・
昭 58）から平成 26 年度事業報告が行われ、承認され
た。谷口会長、尾崎幹事の両者から、若い世代への
アピールをはじめとした澪電会活動の改革の必要性
について熱く語られた。また伊瀬敏史会計幹事（電気・
昭 55）から平成 26 年度会計収支、および名簿発行
特別会計を本体予算に繰り入れる旨の報告が行われ、
質疑応答を経て承認された。次に、尾﨑総務幹事か
ら会計監査役を新設するための会則改正案が示され、
承認された。続いて谷口会長から、新幹事 16 名の指
名と承認がなされた。引き続き森伸也新総務幹事（電
子・昭 61）から平成 27 年度事業計画案が、また高井
重昌新会計幹事（電子・平 7 博）から平成 27 年度予
算案の説明が行われ、拍手をもって承認され無事終
了した。
懇親会は午後 7時より、会場を「紫の間」に移して
尾﨑幹事の司会のもと行われた。谷口会長の挨拶のあ
と、長谷川晃大阪大学名誉教授（通信・昭 32）から
ご祝辞を頂戴した。祝電披露の後、藤野隆雄前会長（通
信・昭 46）の音頭で乾杯し、賑やかな歓談のひとと
きを持った。宴もたけなわの頃、本年を最後に澪電会
事務局の任から引退される安井晴子氏に対して、長年
の労をねぎらうため記念品の贈呈が行われ、各参加者
から感謝の意が伝えられた。最後に田中和夫新副会長
（電気・昭 49）のご発声のもと万歳三唱を行い、盛会
裡に散会した。
 （久保理（電子・平 8）記）
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平成 27年度  電気系卒業祝賀・謝恩会

平成 27 年度電気系卒業祝賀・謝恩会は平成 28 年 3
月 28 日（月）の大阪大学学位授与式当日の午後 6時
10 分から、千里阪急ホテル・仙寿の間において開催
された。学部卒業生ならびに大学院修了生の出席者
数 217 名（情報通信工学コース・情報システム工学ク
ラス、大学院情報科学研究科を除く）、さらにご来賓、
電気系教職員、澪電会役員の方々をあわせて 310 名の
出席を得た。
式典の部は、森伸也幹事（電子・昭和 61）の司会
で進められた。最初に澪電会会長、奈良工業高等専門
学校校長の谷口研二先生（電子・昭和 46）から、研
究者、技術者として学び続けることの重要性を説いた
祝辞を頂いた。次いでヴイエムウェア㈱代表取締役会
長の三木泰雄様（通信・昭和 52）から、チャレンジ
する勇気とビジネス感覚、人的ネットワークの重要性
を説いた祝辞を頂戴した。さらに、電気系教員代表と
して電気電子情報工学専攻長の上田良夫先生から、人
工知能の台頭に伴い、創造力がより重要となる旨の祝
辞を頂き、各支部からの祝電が披露された。
この後、パーティーの部が丸田章博（通信・昭和
63）の司会で進められた。まず、澪電会前会長、㈱
ケイ・オプティコム代表取締役社長の藤野隆雄様（通
信・昭 46）のご発声で乾杯し、歓談に移った。宴も
たけなわの頃、卒業・修了をお祝いしてお餅搗きが行
われた。続いて、大学院の成績優秀者を表彰する菅田
‐Cohen 賞の授賞式が執り行われた。森伸也幹事よ
り菅田‐Cohen 賞の趣旨説明が行われ、上田専攻長
より劉佳君（システム・制御・電力工学コース）、今
西正幸君（量子電子デバイス工学コース）、井上文彰
君（情報通信工学コース）の 3名に菅田‐Cohen 賞
（博士）が、串直紀君（システム・制御・電力工学コー
ス）、早川雅貴君（先進電磁エネルギー工学コース）、
岡寿治君、河田優人君（量子電子デバイス工学コース、
五十音順）、生田拓也君（情報通信工学コース）の 5
名に菅田‐Cohen 賞（修士）が授与された。さらに、
学部の成績優秀者を表彰する、楠本賞・工学賞を受賞
した上田健太郎君（量子電子デバイスコース）ならび
に工学賞を受賞した梶山佑一君（システム・制御・電
力コース）、高橋拓海君（情報通信工学コース・通信
工学クラス）の 3名に谷口会長より受賞祝いの品が手
渡された。なお、同じく工学賞を受賞した山藤浩明君
（情報通信工学コース・情報システム工学クラス）に
も別途受賞祝いの品が贈られた。その後、平成 26 年
度学部卒業生澪電会クラス委員に就任された岩瀬真

司君（システム・制御・電力工学コース）、植松佑仁
君（先進電磁エネルギー工学コース）、山根梨江さん
（量子電子デバイス工学コース）、棟田淳哉君（情報通
信工学コース）の 4名が紹介され、谷口会長より記念
品が手渡された。次いで卒業生を代表して、先進電磁
エネルギー工学コース博士前期課程の早川雅貴君か
ら教職員および澪電会諸先輩への感謝と将来への決
意が述べられた。最後に、澪電会副会長、電気電子情
報工学専攻教授の田中和夫先生（電気・昭和 49）の
音頭で万歳三唱し、めでたく卒業祝賀・謝恩会はお開
きとなった。
ご臨席賜り、祝辞を頂きましたご来賓の方々に厚く
御礼申し上げます。またご多用中にも関わらずご臨席
頂きました電気系教職員の方々に感謝いたします。さ
らに受付業務・お餅搗きのお手伝い等をご担当頂きま
した電気系の事務補佐員の方々にも感謝申し上げます。
 （丸田章博（通信・昭 63）記）

平成 27年度  澪電会秋季特別講演会

若い世代に澪電会をアピールする活動の一環とし
て、電子情報工学科の学部 4 年生を対象とした第一
回澪電会秋季特別講演会を平成 27 年 11 月 24 日（火）
に開催した。第一の趣旨は、卒業前に澪電会の成り立
ちや活動内容を知ってもらうことにある。加えて、こ
れから大学院に進学する学部生に対して、現在企業に
おいて研究開発の第一線で活躍中の先輩に、学生生活
で学んだことや、その後のキャリアにどう活かされた
かを語ってもらい、学生が将来を考える一助となるこ
とを期待した企画でもある。
特別講演会は、16：00 ～ 17：45 に銀杏会館阪急電鉄・
三和銀行ホールにて開催された。最初に、谷口研二会
長（電子・昭 46）からご挨拶をいただいた。ご挨拶
では澪電会のみならず、電気系の歴史についても写
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真を交えてご説明頂いた。続いて森伸也総務幹事（電
子・昭 61）の司会のもと、一般財団法人 電力中央研
究所・池田研介様（通信・平 13）による「社会イン
フラを支える通信システムの研究　－研究者人生は
ひつまぶし－」と題する講演が行われた。学生時代か
ら他研究室との交流を持つことで世界が拡がり、研究
が楽しいものとなること、また、現場レベルでの研究
開発では、異分野との掛け合わせが重要となることな
ど、ご自身の体験を交えてお話しいただいた。続い
て、パナソニック株式会社 先端研究本部・田頭健司
様（電子・平 21）より「博士って必要？ ～企業研究
者からの視点～」と題する講演が行われ、研究におい
ても PDCA（Plan-Do-Check-Act）のサイクルが重要
であること、また、修士課程、博士課程、企業研究者
のそれぞれにおいて、どのレベルまで成長するべきか
について語っていただいた。さらに、工学系の博士号
取得者の 44% が民間企業で研究職に就き、その満足
度が 60%と、他の系歴・職種に比べて高いことなど、
興味深いデータも紹介していただいた。電子情報工学
科学生 111 名、教職員他 23 名、合計 134 名の聴衆が
熱心に講演に耳を傾け、質疑応答も活発に行われた。
講演会終了後、18:00 より本部南福利会館のカフェ

テリア匠において懇親会が開催された。田中和夫副
会長（電気・昭 49）の音頭で乾杯し、講演者、教員、
学生が入り交じって賑やかな歓談のひとときを持っ
た。懇親会には学生82名、教職員他21名（合計103名）
が参加し、尾崎雅則幹事（電気・昭 58）による締め
の挨拶にて、盛会裡に散会した。
 （久保理（電子・平 8）記）

平成 27年度  卒業生と在校生の交流会

澪電会では、総会以外に同窓生の交流の機会が少な
く、とりわけ現役学生と同窓生との交流の場はほとん
どなかった。そこで、若い世代の同窓生と現役学生の
交流を目的として、第一回 卒業生と在校生の交流会
を平成 28 年 3 月 4 日（金）に開催した。本年度はト
ライアルと位置づけ、本会の役員企業、賛助会員企業
などにご協力をお願いした結果、22 社より 60 名（う
ち同窓生48名）の方にご参加頂くことができた。また、
現役学生は、企業のOB・OGを意識し始める電気電
子情報工学専攻および情報科学研究科の修士 1年生を
中心に募集したところ、102 名の参加者を得た。
交流会に先立ち、電気系メモリアルホール（E1-115）
にて、森伸也総務幹事（電子・昭 61）による開会の挨拶、

および各社の代表の方からショートスピーチを頂い
た。続いて 15 時 30 分より、各社ごとに E1 棟各教室
に分散して、学生と同窓生との交流会を行った。交流
会では、各企業の情報の他、「就職活動の経験談」や「企
業人になるための心構え」などについて、同窓生なら
ではの視点から学生に情報提供を行って頂いた。
さらに、17時 45分より微研食堂 Kitchen BISYOKU
において懇親会が開催された。森総務幹事の音頭で乾
杯し、同窓生と学生が入り交じっての歓談によって交
流はさらに深まった。懇親会には学生 58 名、同窓生
他 52 名（教員 3名含む）が参加した。学生からは「普
段聞けない社内の仕事事情を聞くことができた」な
ど、大変好評な意見が得られた。また、同窓生からも、
「今の学生が何を考えているかを知ることができた」
「学生との交流のみでなく、普段接触しない他社の同
窓生の方との交流が大変刺激となった」など、早くも
次年度以降の継続を望む声が聴かれた。
最後に、会場の都合上、懇親会への参加を断念して
頂いた学生、同窓生の方々にこの場を借りてお詫び申
し上げます。また、お忙しい中、遠路お越し頂いた同
窓生のみなさまに厚く御礼申し上げます。
 （久保理（電子・平 8）記）

平成 27年度  澪電会東京支部総会報告

澪電会東京支部では、平成 27 年 4 月 10 日（金）に
メルパルク東京（東京都港区）にて支部総会を開催し
ました。ご来賓として谷口研二会長、尾﨑雅則総務幹
事、ご講演を頂いた白川功大阪大学名誉教授（兵庫県
立大学大学院 特任教授、IEEE Life Fellow）にご臨
席いただきました。電気系以外からのご参加も含め、
総勢 129 名の盛会となりました。
講演会は「IEEE Milestones ものがたり：関西が生
んだイノベーションを中心にして」というタイトル
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で白川功先生にご講演して頂きました。白川先生は
1963 年に電子ご卒業後、1968 年より大阪大学の教員
となられ 2003 年に退官されるまで長きにわたり、エ
レクトロニクスの最先端技術をリードするご研究と
教鞭をとられました。この間、学内の要職を歴任され
るとともに、多数の他大学の客員教授を併任されまし
た。更に、電子情報通信学会、IEEE などの学会や、
多くの省庁、企業により組織された委員会にて会長な
どの要職を歴任されました。これらの社会貢献の中
で、様々な賞を受賞されております。現在も、兵庫県
立大学にて後進のご指導を続けられております。ご講
演は、IEEE Milestones に登録された関西の偉業をご
解説いただくとともに、編集された白川先生ならでは
の登録に至る過程秘話もご紹介いただき、大変感銘深
いものとなりました。
続く懇親会では、開始に先立ち恒例の集合写真の撮
影を行いました。参加者多数のため、卒業学科別の 4

回に分けての撮影となりました。懇親会冒頭では、厚
海支部長の挨拶があり、多くの方に参加していただ
いたことに対する御礼、白川功先生のご講演の紹介、
2020 年のオリンピックに向けた政府のイノベーショ
ン造出についての取り組みのご紹介などがありまし
た。その後、ご来賓の谷口研二会長からご挨拶と澪電
会本部の新入学生歓迎会の取り組みについてのご紹
介をいただきました。更に、尾﨑雅則総務幹事に最近
の大学・大学院の状況を、スライドを交えてご紹介い
ただきました。続いて、尾﨑雅則先生に乾杯のご発声
を頂き、多数の参加者による懇談となり、旧交を温め
あう方々の笑いや歓声が飛び交う和やかな歓談が続
きました。
会の中盤には、中央大学の築山修二先生のお呼びか
けで、白川功先生を中心に、白川研OBや白川先生に
関わりのある方々による記念撮影も行われました。
会の終盤には、本年支部総会幹事会社を務めた 2 社
から、酒井敏夫氏（東芝）、福永茂氏（沖電気工業）
の挨拶がありました。続いて、次回支部総会幹事会社
の水谷太氏（住友電工）、奥村啓之氏（NTT）から来
年に向けた挨拶があり、万歳三唱をもって支部総会全
予定を盛会裏のうちに無事終了いたしました。支部総
会の様子は、澪電会本部のご協力をいただき澪電会
Web( パスワード付 ) に写真とビデオを掲載しており
ます。アクセスは、澪電会Web ページ http://www.
reidenkai.jp/　から「東京支部」→「支部会員専用ページ」
→「平成 27年度総会の報告」とたどっていただきます。
IDとパスワードは会報澪電の巻末をご覧下さい。
 （浪岡保男（情・平 14D）記）

平成 27年度  東海支部総会報告

澪電会東海支部は、平成 27 年 11 月 7 日（土）、見
学会、支部総会および懇親会を開催しました。ご来
賓として澪電会会長の谷口研二先生（電子・昭和
46）、総務幹事の森伸也先生（電子・昭和 61）にお出
で頂きました。支部からは片山正昭東海支部長（通信・
昭和 56）をはじめ、昭和 35 年卒から平成 27 年卒ま
での 25 名の支部会員が集い、合計 27 人の盛会とな
りました。
当日は名古屋大学減災館を見学しました。減災館に
は、東南海地震などの大規模災害に備え、起こり得る
被害をできるだけ軽減するために地震や防災の研究
者が集結し、全館が建築耐震技術の開発と実験の場と
なっています。平常時は、研究と教育、各種セミナー

電気

電子

白川先生を囲んで

通信

その他
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で市民をつなぎ、大規模災害発生時は各種機関と連携
しながら、大学や地域の災害対応の拠点の役割を果た
しています。減災連携研究センターの教職員が日替わ
りで一般向けに減災と展示のはなしをする「ギャラ
リートーク」も毎日開催されており、支部会員も聴講
しました。当日は曽根好徳先生による「集中豪雨など
による斜面災害を考える」と題するおはなしでした。
全世界に締める日本の国土面積の割合はわずか 0.25%
に過ぎないのに対し、M6以上の地震の 22%以上は日
本で起きている地震大国であること、活火山の約 7%
が存在する火山列島でもあること、異なった地質が
パッチワーク状に分布し河川勾配も大きいといった、
欧州諸国とは大きく異なった地質・地形であること、
早期避難や各家庭でのタイムライン設定の重要性な
どの話題提供がなされ、減災に対する意識を高めるこ
とができました。講演前後には、シミュレーション技
術と振動台を駆使し高層建物内で巨大地震に遭遇し
た時の揺れをリアルに再現した BiCURI（「ビックリ」
と読むそうです）をはじめとした数々の展示物も見学
しました。
総会は、同じく名古屋大学減災館の会議室にて開催
されました。総会では、片山支部長による開会の御挨
拶の後、谷口澪電会会長から御挨拶を頂戴しました。
議事に入り、平田代表幹事より活動報告および計画が
報告されました。次に、高田会計幹事より提出された
予算案が原案通り承認されました。また、平田代表幹
事より支部長の任期満了に伴う改選の発議と片山現
支部長の留任で推薦がなされ、拍手をもって承認され
ました。議事終了後、森澪電会総務幹事より「母校と
澪電会のいま」という題で、母校の動向について概説
頂きました。内容は、西尾章治郎先生の阪大総長ご就
任、大学および大学院の入試、大学院の改組、福利厚
生棟の改修工事、情報系基礎研究・福利厚生複合棟の

竣工など、電気系教室の近況に加え、澪電会活動状況
についてと多岐に及びました。
懇親会は、金山駅すぐのANAグランコート名古屋
オーキッドガーデンに会場を移し開催されました。谷
口研二澪電会会長からご挨拶を賜り、片山正昭東海支
部長のご発声で乾杯し、ビュッフェ形式の食事を頂き
ながら来賓と会員、会員相互で話が弾み、佐治学氏（電
気・昭和 35）の音頭のもと、万歳三唱で懇親会を終
えました。
 （松井龍之介（電子・平 11）記）

平成 27年度  澪電会北陸支部総会報告

澪電会北陸支部は、10 月 31 日（土）に、第 26 回
支部総会を富山駅近くのアーバンプレイスビル会議
室にて開催しました。その後、富山県四季防災館及び
ますのすし工場の見学会を行いました。本部からは、
お忙しい中、田中和夫副会長及び森伸也幹事をご来賓
にお迎えし、総会は 10 名の参加となりました。
当日は北陸新幹線が 3月に開通したばかりの真新し
い JR富山駅改札口に集合いたしました。大阪からの
移動も金沢駅で乗り換えしていただき、北陸新幹線に
て富山駅まで来ていただきました。全員集合後、総会
会場となる会議室に徒歩で向かい、13 時 10 分から支
部総会を開催いたしました。春田支部長の挨拶で始ま
り、田中副会長に挨拶いただきました。続いて、平成
26 年度の事業報告と会計決算報告および平成 27 年度
の事業計画案等の審議を行い、了承をいただきまし
た。その後、森幹事から「母校と澪電会のいま（電気
系教室創立から 107 年）」と題したご講演をいただき
ました。
総会の後、貸し切りバスに乗車し、富山県四季防
災館へ向かいました。平成 24 年 4 月に開館したさま
ざまな災害を疑似体験できる富山県の施設です。約 1
時間と短い中で、地震災害やホテル火災を想定した
煙災害を体感いただきました。地震の体感では、過
去の大きな地震の揺れを模擬したもので、東日本大
震災や阪神淡路大震災などの実施の揺れのすごさに
みなさん感嘆の声をあげていました。この防災館で
は 1 時間コースで 2 種類の災害を疑似体感できる施
設でしたが、先方のご厚意で風雨災害も体験させて
いただきました。その他、富山県という土地柄、雪
崩現象の模擬させる展示物の見学など雪に関する災
害についても学ぶことができます。当日はあいにく
の空模様で立山連峰を望むパノラマ景観を体験して
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いただくことができず残念です。続いて、ますのす
し工事が見学できるますのすしミュージアムへ向か
いました。ここでは、富山県名産のますのすしの製
造過程を見学することができる施設で、駅弁などで
有名な「源」の工場です。夕方近い時間で観光客も
まばらでしたが、昼食時になると観光バスが何台も
訪れ、ますのすしのランチをいただける観光スポッ
トの一つです。
見学会終了後、午後 5時から富山駅近くの富山の家
庭料理を提供する居酒屋「わらく」に場所を移し、懇
親会を開催いたしました。懇親会では、北陸の新鮮な
食材を使った家庭料理と地酒を味わいながら会員相
互の近況報告を行うなどして、親睦を深めました。懇
親会の再度に御年 90 うん才になられる会員にしめの
お言葉をいただき、来年度の再開を約束し、無事に今
年度の支部総会を終えることができました。
 （菊池俊行（通・平成 6）記）

平成 27年度  澪電会九州支部総会報告

澪電会九州支部では、支部総会および懇親会を 10
月 24 日（土）に開催いたしました。本部よりご来賓
として副会長の田中和夫先生、総務幹事の森伸也先生
にご出席賜りました。九州支部からは 13 名が出席し
ました。
開催地は熊本とし、当日は JR熊本駅に集合後、細
川家に縁のある立田自然公園（細川家菩提寺泰勝寺
跡）を訪れました。四つ御廟をはじめ藩主の墓や茶室
仰松軒などがあり、多くの緑に囲まれ静かなたたず
まいでした。程近い熊本大学黒髪キャンパスに移動
し、旧制第五高等学校の姿を今なおとどめている熊本
大学五高記念館を見学しました。貴重な歴史的資料か

ら、著名な教授陣による高度な教育や生徒らの学校生
活を知ることができました。その後、名城熊本城を訪
れ、天守閣や本丸御殿など見事に復元された往年の勇
姿に 400 年にわたる歴史を感じました。
支部総会および懇親会は熊本城を目前に臨むKKR
ホテル熊本において執り行いました。総会では三谷支
部長からの挨拶のあと、議事として支部事業ならびに
会計報告を行い、原案どおり承認されました。その後、
ご来賓の田中先生からご挨拶を賜りました。続いて、
森先生からは母校と澪電会本部の近況をご報告いた
だき、電気系や澪電会の様子をうかがい知ることがで
きました。総会後の懇親会では、各参加者から近況報
告を行い、元気で活躍の姿を互いに確認することがで
き貴重な時間となりました。澪電会ならではのつなが
りを改めて感じ、とくに若手の会員にもこの輪を拡げ
ていければと思います。
ご多忙の中、ご出席くださいました皆様方に感謝申
し上げます。今後とも会員皆様のご参加とご協力を切
にお願い申し上げます。
 渡邊政幸（電気・平 13）記）

平成 27年度  澪電会四国支部総会報告

四国支部では、平成 27 年 11 月 14 日（土）に、設
備見学会・総会を高知工科大学（高知県香美市）、懇
親会を高知県南国市で開催しました。昨年 11 月に続
き、10 年連続での開催でした。
当日は、本部より谷口研二会長、尾崎雅則幹事をご
来賓としてお迎えし、四国支部からは多賀裕司支部長
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をはじめ 13 名の参加者を得ることができました。
まず、高知工科大学香美キャンパスに集合した後、
綿森道夫先生および岩田誠先生の案内で高知工科大
学の設備見学を行いました。高知工科大学は、海外の
大学を彷彿とさせる近代的な建築様式で、「日本一美
しいキャンパス」と称されているとおりのキャンパス
でした。始めに、附属情報図書館の見学を行いました。
図書館は、24 時間オープンしている学習スペースも
整備されており、吹き抜け構造をしたガラス張りの建
築で窓からは池の景色が望めました。
次に、綿森先生の研究室では、3Dプリンタや電子
部品などを活用し、モノづくりに重点を置いた活動を
紹介いただき、一同、童心にかえる思いで説明に聞き
入っていました。岩田先生からは、超高速省エネコン
ピュータチップの新技術開発とMRI を活用した脳コ
ミュニケーション関連技術について、紹介いただきま
した。MRI による脳機能画像から得られた結果の説
明では、新規性の高い研究に興味深く拝聴させていた
だきました。
総会では、細井の司会で、多賀支部長の挨拶から始
まり、谷口会長からのご挨拶を頂きました。多賀支部
長からは、参加頂いたご来賓や支部会員ならびに高知
工科大学関係者へのお礼や昨今の四国地域の状況お
よび支部活動活性化への抱負などについて挨拶。谷口
会長からは、澪電会本部の近況として新たな取り組み
の紹介と母校をサポートする体制づくりのお願いや
支部への激励のお言葉を頂戴いたしました。尾崎幹事
からは、母校の学科・研究室の組織や入学者の状況、
澪電会本部の活動状況等を伺うことができ、非常に有
意義な情報共有の場となりました。
引き続き議案審議に移り、細井より平成 26 年度の
決算、平成 27 年度の活動計画や予算等の議案を提案
し、全会一致で承認され、総会は無事終了いたしまし
た。
総会の後、懇親会に移り、坂本明雄元幹事の乾杯の
音頭により、懇談に入りました。頃合いを見計らい、
参加者による自己紹介と近況報告を行いました。皆さ
んお話好きの方ばかりで、例年にもれず全員が話し終
わるころには、終了予定時刻となり、岩田先生の音頭
でお開きとなりました。
ご多忙の中、ご出席いただきました皆様方に感謝
し、御礼申し上げます。
 （細井宏昭（工修・平 17）記）

平成 27年度  澪電会中国支部総会報告

澪電会中国支部では、平成 27 年 11 月 28 日（土）、
JFE スチール株式会社を見学後、支部総会を開催し
ました。本部から、谷口研二会長、尾崎雅則先生を
ご来賓としてお迎えしました。また、中国支部から
は、朝山修（電 S48）、福島透（基礎工 S56）、高見佳
宏（電 S59）、村山薫（電 S60）、相木泰治（電H01）、
河村和朗（電H02）、木村智充（電H03）、三川玄洋（通
H03）、岡田誠康（電子 H04）、村上雅洋（電 H04）、
梶山勝哉（通H05）、丸谷祐司（電H06）、野口晋一（電
子 H06）、小林泰輔（電 H08）、増岡裕樹（通 H11)、
福本直紀（通H16)、疋田麻里子（基礎工H16）、稲葉
大剛（通H18）、見坂卓郎（基礎工H20）、市川大地（電
気電子情報H24）、大橋統正（電気電子情報H25）、高
橋大介（基礎工H25）の 22 名の方にご出席いただき、
合計 24 名の盛会となりました。
当日は、JR福山駅に集合後、バスで JFE スチール
株式会社西日本製鉄所福山地区へ移動し、製鉄所の概
要についてのDVDを鑑賞しました。その後、製鉄所
を一望できる皿山展望台にて製鉄所の広大さを実感
し、溶けた鉄の炭素等を取り除いて成分調整する転炉
制御室へ移動しました。転炉制御室では、溶鉄を転炉
へ装入する工程を見学することができ、厚いガラス越
しでも熱さを感じる等、貴重な体験をしました。そし
て、成分調整後の鋳造した半製品（スラブ）を再加熱
して薄い板に延ばしていく熱間圧延工場へ移動しま
した。始めは分厚いスラブが徐々に伸びていき、スラ
ブが切れないよう最終的には時速 80km程度まで加速
させていく工程は非常に迫力を感じました。
見学会終了後、JFE スチール株式会社西日本製鉄
所福山地区の技術交流センターにて支部総会を開催
しました。総会では、谷口会長からご挨拶をいただく
とともに、尾崎先生から、母校の近況についてご紹介
いただきました。
総会後、バスにて福山駅周辺にある懇親会会場へ移
動しました。懇親会では、一人ずつ自己紹介と近況報
告を行うことができ、短い時間ではありましたが、和
気あいあいと有意義な時間を過ごし、来年度の再会を
期して散会となりました。
今年度も、多数の方にご出席いただき、盛会とする
ことができました。ご多忙の中、ご出席いただきまし
た皆様方に感謝申し上げます。来年度も同時期に開催
する予定ですので、多数ご出席下さいますようお願い
申し上げます。
 （稲葉大剛（通H18）記）
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クラス委員

（電気工学科・電気工学科目・電気工学専攻）
 学部 修士
昭和12年  落合　岩男
 16年  高田　源次
 20年  樋口　正樹
 22年  山下　義美
 23年  山中千代衛
 24年  甲佐　史郎
 25年  辻　　良夫
 26年  近藤　道治
 27年  木本　保夫
 28年旧  藤井　克彦
 28年新 30年 辻　　三郎
 29年 31年 升田　公三
 31年 33年 寺崎　泰彦
 32年 34年 大川進一郎
 33年 35年 鈴木　　胖
 34年 36年 白藤　純嗣
 35年 37年 松浦　虔士
 36年 38年 濱口　智尋
 37年 39年 黒田　英三
 38年 40年 山中　龍彦
 39年 41年 武藤　成生
 40年 42年 赤澤　堅造
 41年 43年 辻　毅一郎
 42年 44年 佐々木孝友
 43年 45年 朴　　炳植
 44年 46年 谷内田正彦
 45年 47年 織田　守昭
 46年 48年 土師　總一
 47年 49年 大森　　裕
 48年 50年 原　　　格
 49年 51年 田中　和夫
 50年 52年 伊藤　利道
 51年 53年 木村　紀之
 52年 54年 山本　正純
 53年 55年 阪部　周二
 54年 56年 白神　宏之
 55年 57年 伊瀬　敏史
 56年 58年 三谷　康範
 57年 59年 裏　　升吾
 58年 60年 尾崎　雅則

 59年 61年 江川　泰弘
 60年 62年 秋葉　龍郎
 61年 63年 服部　励治
 62年 平成元年 佐伯　　修
 63年 2年 藤井　龍彦
平成元年 3年 森　　勇介
 2年 4年 仙井　浩史
 3年 5年 舟木　　剛
 4年 6年 岩井　　真
 5年 7年 藤田　和久
 6年 8年 板垣　鉄平
 7年 9年 川瀬　博基
 8年 10年 斎藤　貴光
 9年 11年 中島　弘朋
 10年 12年 矢野　雅一
 11年 13年 緒方　晋也
 12年 14年 山下　勝則
 13年 15年 小谷　研太
 14年 16年 犬伏　雄一
 15年 17年 小島　鉄也
 16年 18年 坂本　雅樹
 17年  村井　良多
 18年  吉田　　央
 19年  大曲　祐子

（通信工学科・通信工学科目・通信工学専攻）
 学部 修士
昭和18年  藤澤　和男
 19年  黒田　一之
 20年  滑川　敏彦
 21年  来住　　徹
 25年  竹内　信雄
 26年  長岡　崇雄
 28年旧  福井　淳一
 28年新 30年 末田　　正
 29年 31年 由利　宏二
 30年 32年 倉橋浩一郎
 31年 33年 栗岡　　豊
 32年 34年 長谷川利治
 33年 35年 宮道　　繁
 34年 36年 樹下　行三
 35年 37年 西原　　浩
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 36年 38年 野村　康雄
 37年 39年 真田　英彦
 38年 40年 中西　　暉
 39年 41年 塩澤　俊之
 40年 42年 藤岡　　弘
 42年 44年 宮原　秀夫
 43年 45年 玉川　允敏
 44年 46年 池田　雅夫
 45年 47年 中野　秀男
 46年 48年 里村　　裕
 47年 49年 森下　克己
 48年 50年 河崎善一郎
 49年 51年 北山　研一
 50年 52年 樺澤　　哲
 51年 53年 鬼頭　淳悟
 52年 54年 井上　　健
 53年 55年 中野　幸男
 54年 56年 馬場口　登
 55年 57年 秦　　淑彦
 56年 58年 片山　正昭
 57年 59年 榎原　博之
 58年 60年 山本　　幹
 59年 61年 平　　雅文
 60年 62年 原　　晋介
 61年 63年 大川　剛直
 62年 平成元年 荒木　範行
 63年 2年 戸出　英樹
平成元年 3年 堀井　康史
 2年 4年 松田　洋一
 3年 5年 畑　　真司
 4年 6年 上田　哲也
 5年 7年 安部田貞行
 6年 8年 村上　智己
 7年 9年 池田　武弘
 8年 10年 加藤　　真
 9年 11年 菅原　弘人
 10年 12年 中西　淳平
 11年 13年 門田　行広
 12年 14年 新熊　亮一
 13年 15年 東野　武史
 14年 16年 村越　昭彦
 15年 17年 藤本　正樹
 16年 18年 木下　幸裕
 17年  山本　勇樹
 18年  森岡　康史
 19年  工藤　隆則

（電子工学科・電子工学科目・電子工学専攻）
 学部 修士
昭和37年 39年 蒲生　健次
 38年 40年 白川　　功
 39年 41年 尾浦憲治郎
 40年 42年 吉岡　信夫
 41年 43年 鷹岡　昭夫
 42年 44年 打田　良平
 43年 45年 春名　正光
 44年 46年 藤原　秀雄
 45年 47年 杉本　哲夫
 46年 48年 谷口　研二
 47年 49年 千葉　　徹
 48年 50年 栖原　敏明
 49年 51年 村上　敬一
 50年 52年 山田　伸一
 51年 53年 西川　博昭
 52年 54年 中前　幸治
 53年 55年 岡田　満哉
 54年 56年 薮内　康文
 55年 57年 太田　快人
 56年 58年 出口　　弘
 57年 59年 河合　利幸
 58年 60年 森　　俊彦
 59年 61年 正田　博司
 60年 62年 綿森　道夫
 61年 63年 森　　伸也
 62年 平成元年 重弘　裕二
 63年 2年 藤村　昌寿
平成元年 3年 野口　栄治
 2年 4年 赤坐　正樹
 3年 5年 上野　隆範
 4年 6年 三浦　克介
 5年 7年 藤井　彰彦
 6年 8年 上向井正裕
 7年 9年 上野　弘明
 8年 10年 梶井　博武
 9年 11年 野田　研二
 10年 12年 島田　尚住
 11年 13年 藤澤　猛史
 12年 14年 大竹隆太郎
 13年 15年 小野　俊明
 14年 16年 三上　真範
 15年 17年 樋渡　伸二
 16年 18年 松久　裕子
 17年  尾島　正禎
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 18年  六車　　充
 19年  田村　　悠

（情報システム工学科、情報システム工学科目、
情報通信工学科目・情報システム工学クラス、
 情報科学研究科）
 学部 修士
平成 5年 7年 一階　良知
 6年 8年 安部　敬一
 7年 9年 原　　隆浩
 8年 10年 池内　智哉
 9年 11年 相坂　一樹
 10年 12年 密山　幸男
 11年 13年 中尾　太郎
 12年 14年 工藤　祐介
 13年 15年 兼田　佳和
 14年 16年 義久　智樹
 15年 17年 庄島　大基
 16年 18年 渡辺　賢治
 17年 19年 野里　良裕
 18年 20年 村尾　和哉
 19年 21年 高島　真彦
 20年 22年 尾崎　麻耶
 21年 23年 中川　将史
 22年 24年 山崎　公敬
 23年 25年 林　　勇介
 24年 26年 児島　陽平
 25年 27年 小林　良至
 26年 28年 増田　　彬

（電気電子工学科目・システム制御電力コース、
電気電子情報エネルギー工学専攻・
 システム制御電力工学コース）
 学部 修士
  平成20年 吉田　　央
  21年 大曲　祐子
平成20年 22年 大道　哲二
 21年 23年 三宅　翔太
 22年 24年 赤尾　雅嗣
 23年 25年 大石　貴章
 24年 26年 峰岸　達矢
 25年 27年 磯　比呂志
 26年 28年 岩瀬　真司

（電気電子工学科目・先進電磁エネルギーコース、
電気電子情報工学専攻・
 先進電磁エネルギー工学コース）
 学部 修士
  平成20年 馬場　政志
  21年 畠山　幹生
  22年 遠藤　　恭
  23年 田中　聡一
  24年 横山　尚也
  25年 中塚　和樹
平成24年 26年 大宅　　諒
 25年 27年 喜田　美佳
 26年 28年 植松　佑仁

（情報通信工学科目・通信工学クラス、
電気電子情報工学専攻・情報通信工学部門）
 学部 修士
  平成19年 山本　勇樹
  20年 森岡　康史
  21年 工藤　隆則
平成20年 22年 木村　共孝
 21年 23年 十河　泰弘
 22年 24年 西村　悟史
 23年 25年 井上　文彰
 24年 26年 福井　良輔
 25年 27年 小林　　陽
 26年 28年 棟田　淳哉

（電気電子工学科目・量子電子デバイスコース、
電気電子情報工学専攻・
 量子電子デバイス工学部門）
 学部 修士
  平成19年 尾島　正禎・村井　良多
  20年 六車　　充
  21年 田村　　悠
平成20年 22年 堀　　哲郎
 21年 23年 小川　康宏
 22年 24年 石川　裕之
 23年 25年 東　　卓也
 24年 26年 森　陽一朗
 25年 27年 丹波　大樹
 26年 28年 山根　梨江

クラス委員の変更等ございましたら、事務局まで随
時ご連絡下さるようお願いいたします。
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澪電会　会則

会　則

第 1条 本会は澪電会と称する。
第 2条 本会は事務局を大阪大学大学院工学研究科電気系
内に置く。

第 3条 本会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学
技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、
そのため適宜必要な事業を行う。

第 4条 本会の会員はつぎのとおりとする。
(1）正会員
イ．大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研
究科ならびにその前身である学校の電気系卒業生。
ロ．大阪大学工学部および工学研究科の電気系現教
員。
ハ．大阪大学工学部電気系教員の主査のもとで学位
を得た者で、本会に入会を希望する者。
ニ．特に本会に縁故があり、役員会の承認を得た者。
(2）特別会員
正会員以外で大阪大学工学部電気系の教授、助教授、
准教授および講師であった者ならびに特にこの会に
縁故のある者。
(3）学生会員
大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研究科
の電気系学生。
(4）賛助会員
本会の活動を援助する法人または個人。

第 5条 本会に次の役員、委員を置く。
会長　1名
副会長、幹事、監査、クラス委員

第 6条 会長は総会の議を経て選出する。副会長、幹事、
監査については会長が指名し、総会で承認を得る．ク
ラス委員については別表に従って卒業・修了年別に選
出する。

第 7条 会長は本会の会務を総括し、本会を代表する。副
会長は会長を補佐する。

第 8条 会長、副会長、幹事は役員会を組織し、会務を処
理する。監査は事業年度末に会計監査を行う。クラス
委員はクラスを代表し、本会に関する重要事項の相談
にあずかる。

第 9条 役員会の推薦により、本会に顧問を置くことがで
きる。

第 10 条 第 1 項　役員の任期は 2年、監査は 1年とする。
ただし重任はさまたげない。

第 2項　役員が任期途中で交代する場合は会長の
承認を得て前任者の残任期を引き継ぎ、
直近の総会でその旨を報告する。

第 11 条 定例総会は年 1回開催する。臨時総会は必要に応
じて開催する。定例総会では事業報告、会計報告およ

び役員改選その他の議事を行う。
第 12 条 本会の事業年度、会計年度は毎年6月1日に始まり、
翌年 5月 31 日に終る。

第 13 条 正会員は別に定めた規定により、会費を毎年 7月
末日までに納入しなければならない。

第 14 条 本会は必要に応じて支部を置くことができる。
第 15 条 本会則の変更は総会の議決を経て行う。

細　則

・ 会費は年額 4,000 円とする。（平成 7年度より実施）
・ 大学学部卒業時から 53 年を経過した会員は、会費の納入
を要しない。

・ 企業所属の会長の任期は、副会長と会長の期間を含めて
2年とする

 別表
クラス委員選出単位
卒業年 学　　　　　部

平成11年以前
電気工学科、通信工学科、電子工学科、情
報システム工学科の各学科卒業生から 1委
員／年

平成12年
 ～平成21年

電子情報エネルギー工学科電気工学科目、
通信工学科目、電子工学科目、情報システ
ム工学科目の各学科目卒業生から 1委員／
年

平成22年以降

電子情報工学科システム・制御・電力コー
ス、先進電磁エネルギーコース、量子電子
デバイスコースの各コース卒業生から１委
員／年、及び、情報通信工学コース・通信
工学クラス、情報通信工学コース・情報シ
ステム工学クラスの各クラス卒業生から 1
委員／年

修了年 大　学　院

平成15年以前

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専
攻、情報システム工学専攻、電磁エネルギー
専攻、電子情報エネルギー工学専攻の 6専
攻修了者から 4委員／年

平成16年
 ～平成18年

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専
攻、電子情報エネルギー工学専攻の 4専攻
修了者から 3委員／年、及び、情報科学研
究科（電気系 8講座）修了者から 1委員／
年

平成19年以降

電気電子情報工学専攻システム・制御・電
力工学コース、先進電磁エネルギー工学
コース、情報通信工学コース、量子電子デ
バイス工学コースの各コース修了者から 1
委員／年、及び、情報科学研究科（電気系
8講座）修了者から 1委員／年

注）学部のクラス委員は、関連する大学院のクラス委員を
兼任する。

 最終改定日　平成 27 年 6 月 5 日
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澪電会　プライバシーポリシー

澪電会では、会員の皆様から事業推進に際して必要最小限の個人情報をご提供頂き、同窓会活動に利用して参りま
した。会員の皆様の個人情報の取り扱いにつきまして下記の通りご案内致します。会員の皆様のご理解・ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

1．保有する会員の個人情報と個人情報収集方法、利用目的
澪電会（各支部を含む）（以下、本会と称する）が運営上取得した下記の情報を個人情報として取り扱います。
氏名、会員番号、卒業（修了）学部・学科・学科目・研究科・専攻・コース・研究室、卒業（修了）年度、
自宅連絡先（住所、電話／FAX番号、電子メールアドレス）、勤務先（勤務先名称、住所、所属部署、役職、
電話／FAX番号、電子メールアドレス）等
また本会では、その会則に示す目的のとおり、「会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識
の啓発に寄与することを目的とし、そのため適宜必要な事業を行う」こととして、会員個人情報を以下に示
す事業において利用します。
① 本会会員名簿の整備および発行。
② 本会および本会会員が主催する事業で本会の目的に適ったもの（総会、見学会、同窓会等）の案内お
よびそれにかかる連絡事項の送付。

③ 会報等（電子媒体によるものを含み、本会活動目的に適うものに限る）の配布。
④ 会費および寄付金の収受管理、会費徴収に関わる事務、案内。
⑤ 大阪大学が行う教育・研究の発展に寄与すると判断される大阪大学主催事業の案内送付。

2．個人情報の管理と第三者への開示と提供
(1) 本会が収集した個人情報については、本会により適正に管理を行い、常に個人情報の保護に努めます。
(2) 本会は、前項①～⑤に示す事業推進において、本会から事業委託された業者等が対応することが適切
と判断される場合には、業者等に対して必要最小限の個人情報を開示ならびに提供することがありま
す。また、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織の主催事業で、その利用目的から個
人情報の提供が適切と判断される場合には、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織に
対して必要最小限の個人情報を提供することがあります。なお、個人情報の開示もしくは提供を望ま
ない場合は、本会まで届け出て下さい。届け出のない場合は、原則として「開示可・提供可」として
取り扱わせて頂きます。

(3) 本会から提供する個人情報は紙媒体もしくは電子媒体によるものとします。
(4) 上記 (2) および次の場合を除き、あらかじめ会員本人の事前の同意がない限り、個人情報を第三者へ
開示ならびに提供致しません。
● 法令に基づく場合
● 人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難であるとき。
● 公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同意を得ること

が困難であるとき。
● 国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対して協力す

る必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。

3．開示・訂正・利用停止請求
本会は、会員から会員本人の個人情報に関する開示請求の申し出があった場合は、当該本人と確認したうえ
で、その情報の開示を行います。また、内容が正確でないなどの申し出があった際には、その内容を確認の上、
必要に応じて個人情報の追加、変更、訂正または利用停止を行います。

4．澪電会に関する個人情報のお問い合わせ・ご依頼先
〒 565-0871　吹田市山田丘 2-1
大阪大学　大学院工学研究科　電気系内　澪電会事務局
電話　06-6879-7789　　FAX　06-6879-7774　　E-mail　reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp
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平成27年度卒業祝賀・謝恩会



会報澪電No. 37 をお届け致します。
澪電会では、毎年、様々な行事を開催しておりま
す。それらの準備をはじめとして、澪電会の活動に
ついて議論する場が役員会ですが、毎回、企業から
ご参加の方々も含め、役員・幹事が一堂に会して意
見を交わしています。多くの会員の方々が在籍され
ている澪電会の活動が、皆様にとってより有意義な
ものとなるよう、幹事一同、ますます努力していく

所存ですので、皆様のご理解とご協力を引き続きよ
ろしくお願い申し上げます。
最後になりますが、ご多忙中にも関わらず、本誌
記事の執筆を快くお引き受け頂きました執筆者の
皆様、ならびに編集にご協力下さいました皆様に、
心より感謝の意を表します。
 （編集幹事：前川卓也、久保　理、
 藤本　靖、丸田章博）

編　集　後　記

発行　澪電会
〒565-0871　吹田市山田丘 2-1
大阪大学大学院工学研究科電気系内
電　　　話：06-6879-7789（ダイヤルイン）
ファックス：06-6879-7774
電子メール：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

澪電会 Facebook ページのお知らせ

平成 26 年より、澪電会の活動をより会員の皆様に身近に感じていただくと共に、母校である大阪大学の近
況をよりリアルタイムに知っていただけるようすることを目的として、澪電会の Facebook（フェイスブッ
ク）ページを開設しております。Facebook の特徴は、通常のホームページとは異なり、知人の間での近況の

共有や交流を深めるための仕組みが充実
している点にあります。Facebook ページ
は、どなたでも（ご自身が Facebook を
ご利用されていなくとも）ご覧いただけ
ますので、是非ご覧下さい。合わせまして、
Facebook をご利用の方は「いいね」ボタ
ンをクリックいただくと共に、周囲の同
窓生の皆様にも本ページのアドレスを共
有いただけますと幸いです。

澪電会 - 大阪大学工学部電気系同窓会
Facebook ページ
https://www.facebook.com/Reidenkai

電子版会報 REIDENのお知らせ

この度、試験的に電子版会報「REIDEN」
をメールベースにて発信することにい
たしました。毎年一回発行する会報と
は異なり、より速報性の高い情報を随
時発信していきます。また、会報には
掲載しない記事も毎号掲載していく予
定です。（冊子版の会報「澪電」を廃止
する予定は、現在のところありません）
既に 4月初旬に第一号を配信しており
ます。未着の方は、メールアドレスを
ご登録頂けますと、次回より配信いた
しますので、澪電会事務局宛にご連絡
頂けますと幸いです。




